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Iスラヴ研究L No. 53 (2006) 

リュドミラ・ウリツカヤの作品世界
抗写と人物像の特徴を中心に

望月恒 f

はじめに

現代ロシア文学の特徴のひとつとして、 k竹作家のめざましい活昨が論じられることが

多い。 1980年代から現:j[にいたる社会の激変は、さまざまなタイプの女性作家に活躍の

j越を与えることになった。ペレストロイカの前後から発表されはじめたタチヤーナートノレ

スタヤ (1951イ1'-'1まれ)の清新な作品群や、ポストモダン的芸術運動と関わりの深いワレー

リヤ田ナルピコワ (1958年生まれ)の大胆で難解な作品は、それまでとは異質な女性文学

の誕生を告げるものだったυ 彼女たちより年長の世代を見ると、長く刊品発表の機会に恵

まれなかったリュドミラ・ぺ}ルンヱフスカヤ (1938{I'Iまれ)にも、 60・70{I代から

ずっと人気を保ってきたヴイクトリヤ田ト 力レワ (1937年生まれ)に也、時代は同じよ

うに有利に影響して、ふたりとも旺盛な創刊活動を続け、よく読まれている、また、ソ辿

崩壊後のロンア文学に、ごく短期|削で探偵小説というよきなジャンjしを惟立したアレクサ

ンドラ田マリ ニナ (1957年生まれ)、その後を追うように登場して驚異的なスピードで

探偵小説を坐ffし続けるダリヤ・ドンツオ←ワ (1952咋牛まれ)立ど、商業的文?におけ

るよ正性作家の活躍も忘れることはできないのジャンルも作風も多彩な、多数の立性作家の

活躍は、確かに現代ロシア主学の顕著な特徴となっていると

そうした中で、 90汗i¥に入ってから本栴的創刊 i百動を開始したリュドミラ・ウリツカヤ

(1943年生まれ)は、 2001年にスミルノブ・ブッカー貨を受賞し、 2004年にはライター

オブ・ザ・イヤーに選ばれた。ブソカー貨は、制定後 10年目で初めて女性が受賞したので

話題になったリモスクワ国際ブソクフェアーでの授賞式が恒例になっているライター・オ

ブ・ザ・イヤーの方は、本の売り卜げが重視される傾向にあり、 1997年の制定以来、 98年

にマリーニナ、 2002年と 2003年には述続してドンツオーワが指名されており、ウリツカ

ヤは女性として 3人Hということになる。「非商業的文?刊品が読者に記録的人気を得

た」というのが、選{llrの理由であった η また文学新|品|は 2003年から、モスクワ市内の需屈

における年間売り上げのランキンゲを発表しているが、ウリツカヤは「まじめなえ;学Jの
部川で、 2003年と 2004汗に続けて第 1{.Jに立っている川。

もとより、文学賞の''2賞歴や本の売り卜げは、作家について知る際の指標のひとつにす

ぎない円それも、かなり表面的な折標だという折梢もできょう c しかし、文学賞制定や売

り上げランキングの公表といった事象が、ポストソヴイエト文'γのあり方に根本的に関

1 刀日TepaTypHaJ:riaJeTa. 20 J:rHB. 2004 (N~ 2)ヲ2-8中eB.2005 (No 4) 
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わっているのも事実であるυ セノレゲイーチコチプリーニンの著した現代ロシア立;学事典 「新

しいロシア 文学の世界Jの巻末に、文学賞一覧が付されているが、そこには全ロシア規

桟から地方的なものまで、約 230もの貨の名が並んでいるω。ソ連解体によって困家的な

賞が消失した後、さまざまな主学グループや雑誌ー新聞、新興の出版ネ|などによって、次々

に文学賞が制定された 】他の賞に先敗けて 1992イ|に設けられた7 ソカー賞は、現在もっ

とも桂成ある文学賞であるの十数年の作家歴でこの大きなタイトんをTにして、その後も

大いに読まれているウリツカヤは、ある怠叫よでポストソヴィエト時代を象徴する刊不であ

ると百えよう (3人

ウリツ力ヤの作品の大半は、厳密な意昧で現代小説ではなく、数十年前のソ連時代を雄

内にしている。市井の人々のH常の特らしがJ市かれ、人の 生と大きく関わる恋愛、病気、

老いにまつわるできごとが、きめ細かく書きこまれている r 基本的に例人の'[が主題で

あって、国家的事件が由;核的に書かれることはない， r私が書いてきたのはいわゆる〈静か
な主?と〉で、尖鋭な問題性も反体制的要素もなL、」と、刊家自身が諮っている (4jυ しかし、

犯罪小説やファンタジー小説のような非日常的な利ι組みを用いずに、アパートや学校 .k

学、職場など、ごく H常的な空間ですごされる個人的生活が、~1'fl:性を忠実に反映して写

実的に諮られるとき、個人の生を取り凶み、成り立たせてL、たネ|会や因不の存在が、読者

の志識の中に大きく浮かび|がってくる{従ってウリツカヤの作品は、筋書きが変化に寓

み言葉遣いも干易で、いわゆるページターナーでありながら、家庭、女性、民族、都市、

芸術、科学などの!ム範なテーマについて、ソ辿ーロシアの干|会的 憎史的コンテクストに

おいて具体的に考型記する基盤を与えてくれるけ特に 90イ|代後干に集中的に允表された長

編群は、個人・家族の歴史が国家的問題や社会現象と密核l二結びついた被合的な世界を形

成しており、 J白かれた時代について改めて者祭させる。たとえば [メディアとその f供た

ちJでは、占代からクリミア半島に住みついたギリシア人の末商であるヒロインの 生を

通じて、多民族がiE住しごきたクリミア半島の除去史や、第一次大戦巾にスターリンによっ

て強行された民政強制移住の問題が取り上げられているυIクコツキ←の症例lでは、著名

な産婦人科医である主人公の経験を過して、 n娠中絶禁止の政策がもたらした企;J~]的な半

例や人々の苦情を知るごとができる rソーネチ力jとI陽気なお葬式jでは美術、 「メディ
アとその f供たち」では詩、 Iクコツキ←の症例jではジャズに坐きる人々が崎かれ、ソ連

の非公式会仙のあり方について考えさせるの他にも、ソ連における宗教、科学者と|司家の

関係、知識人一般の社会的役割など、ウリツカヤの作品はソ述期の様々な問題を取り上げ

ているじ

ただ、ウリツカヤは小説家であり、彼kの小説にあっては現実の社会的半象は常に、小

2 Lf-戸lpUlIUlI仁U，HOsa兄 POCCl1兄 MHpJ]11TepaTyphl: 3HlH1KJlonelV円 eCKHHCJlosapb-cnpa同 LIHI1K.R 2 

T. T. 2. ClT6.. 2003仁 886-921

3 ウリソカヤは 1993年に作品「ソーネチカーでブソカーnのR終悦柿に残ったが、うi:'L'tは果たさなかヮ
た。 しかし、 Iソーネチカlは92年の発表後すぐにフランス品、ドイソ詰、イタリア詰に翻ぷきれし、
96年にすぐれた翻訳としてフラ〆スのメデイシスd且を、 98年にイタリアのジコゼッベアツェルピ
肯を受賞した〈作品集の山版も、フラ〆スのノ町が先行Lたc 囲内よりも国外で早く注目きれたこと
も、時代と深く結びついたウリツカヤ立;学の特慣のひとつである
1 2制作 .1)-jの発言~ http://v.ww.litwomen.ru!autogr23.html (以卜 URLは2006/1'-，1 )-J 2日H現存

有効心)
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説内の世界を成り立たせるための要素として存在している。彼女の刊品を読み解いて上記

のような歴史的・社会的テ ?について考えるためには、まず彼kの作品の文学的特徴を

知らねばならないc 本論ではテeビュー以米のウリツカヤの作品を概伺し、描写や人物i望の

共通点、特徴を探って、針通ミとしてのウリツカヤの特色について与えてみたい。

1.作品一覧

ウリツカヤはモスクワ大学で遺伝学を専攻し、卒業後はソ連科学アカデミーの総合遺伝

学研究所に勤務していたが (1968-70)、サミズダート作品をタイプで被製した件で解雇さ

れたυ 力一メルヌイ ユダヤ青楽劇l上場の丈芸品主任の仕事 (1979-82)を経て、 80年代は

)~ボルターンユ、児童劇lの脚本、ラジオや人形劇のための文芸作品の脚色など色々なジャ

ン)~で、「書く」仕事に携わった。 80 年代の終わりに、 Iアガニヨーク J 誌や国外のロシア

語新聞ー雑誌 「コンチネント1rルースカヤ ムィスリlなどにイ1品を発表しはじめた、
1992イ|ずと表の中編小説「ソーネチカ」以降は、 Iノーヴイ ミー )~J 誌が主な党表舞台と

なっているの 15年ほどの聞に 40編以上の作品が発表された 50"長近くなってから職業

的制不になったウリツカヤは、まだ創刊の衰えをまったく見せていないυ

これまでに党表した中編・長編小説は、以下の 5作であるつ初出はすべて [ノーヴイ・

ミール1誌であった J

「ソーネチカ COHeQKal (1992) (Si 

『メディアとその f供たち Mei1e~ 11 ee l1e1'11J (1996) 

「陽気なお葬式 BecenblenoxopoHbd (1998) 

Iクコツキ←の症例Ka3ycKYKOI1KOroJ (2000汗8・9月雑誌J同戟時の題名は「世界
の第 7方向への旅lIyre山 eCTBlleB Ce.LlhMy回 CTOpOHyCseT孔|。日年、単行本発行

の際に改題)

I心を込めて、あなたのシュ←リク IIcKpeHHesarn IIIyplIKJ (2004) 
ウリツカヤは[心を込めて、あなたのシューリクjを書き上げた後、「もう長来日は需かな

L 、」と言明してL、るので(旬、長い作品は以上の 5編にとどまる可能性もある。

短編は、 1989汗から 2005汗前半までに 36編が発表された川。民新の 2引 (卜のリス

トの 6)を除く 34編は、次のように 5併に分刻される。作品併の名前は、作家内身が短編

集や述作の題として川いたものである。 3の期編集「幼年時代49Jは絵木のような体裁で、

独立した件怖を持ち、他の制品集には収録されてL、ない υ それ以外の 4群は、この中の 2

併を組み合わせたり、中編長編と組み合わせたりして、被数の作品集に収録されている η

1994年刊行の烈編集「貧乏な親戚」を皮切りに、この 10年間に 10冊以上の作品集がヴア

5 次の邦司」があるロリュドミラ ウリツカヤ著、沼野恭f出「ソーネチカJ新潮干上、 2002年J 本論に
おける 「ゾーネチカJの引用は、この沼野菓子訳に拠ったし
6 HOBhle H3BeCTWL 21叩 p.2004 
7 これは、本論初怖を執筆した2同3年8月よ且イ十円作品数である その後、短編集「技らが皇帝の同氏」
が山版された(王1Ulfl{GJ/ JI.耳目耳目Harncrouap克 M..2005んこれには、本論で(6)とLて分担した
2編を合む37の短編と、 『長後に nOc.ne凡HeeJと題する断平が収録されている〕この恒編集は、木
市おの分析の対象には台、まれていない J
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グリウスネ|とエクスモネ|から刊行され、大部分が何度も版を重ねている{日)コ

1) r貧乏な親戚 EeJJ，Hblepo且CTBeHHHKI1J (8編)
「幸せな人々 Cl.J:aCLIHBbIeJ

『貧乏な親W~ J:ie.i-lHble pO.i-lCTBeHHl1Kl1J 

「ブローニカ EpoHbKaJ

「ゲネレ スーモチニツア reHe.ie-Cyll.iQ四日I1aJ

r7ハラの娘 ):¥0%byxaphd 
「 リャーリャの家Jl~JlHH )]，OMJ 

fグーリャ [y江兄l

『選ばれた民 Hapo!11136paHHhliiJ 

2) r少女たち ):¥eBO日 HJ (6編)
「人の干のf主ならぬ贈り物 ):¥apHepYKoTBOPHbIHJ 

『他人の/"L[y)f(l1e l1eTI1J 

「捨て子日01J，KHJJ，bIWJ

「あの年の 3月2n BToporo :¥1apTa Toro )I{e ro耳aJ
『水ぼうそう Bel'p.HHllilocuaJ 

「貧しく幸福なコルイワーノワ E明日間山山TJIHB朋 Ko.ibIBaHOBaJ

3) r幼年時代 49):¥町口BOCOpOK ileB~TbJ (6編い
『キャベツの奇跡 KauyCl'HOeLIy.uOJ 

「ろう細てのアヒ)1..-BOCKOB細 y了間KaJ

Iささやき爺さん耳目皿eIITYHJ

『釘 I'B031111J 

「幸運なケース C可aCT刀HBT，T首叩y"，a首J

I主民の月券相JEyMa)](Ha兄 II06eilaJ

4) r最初の連中、最後の連中日CpBblCH nOCJICD，HHcJ (8編)
「オルローヴイ ソコローヴイ OpJTO町，T-COKOJTOlH，d

Iけだもの 3BepbJ

『スベ ドのよ正土日I1KOBa兄)1aMaJ

f可愛い人 [0汀y6刊 K1
Iツュユ←リッヒ[(1O-lOpIIXbJ

『ロンア人街の立たち・ 0・)f{CHllIJ1HbIpyCCKHX CCJ1CHIUI. . . J 

f第ーの人物 BTopoe.TTlfTloJ 
I真珠のス←プ IIepJIoBhlIIcyrrJ (91 

5) r貫く線 CKB03Ha兄刷Hl1.J (6編)
「ディアナ l¥阿国13J

8 本論末尾に、ウリ、ノカヤの作品集のリストを付したF

9 筆者による ~Xの試訳がある。リュドミラーウリソカヤ帯、望月十司子訳「真珠のスープ| ー羽代ロンア

立;学作品集I北海J阜大学ぇ学部丙洋口市立;学研究雫、 ω0;]年、 84-92寅p
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「ユーロチカ兄さん EpaTIOpoq](aJ 

『話はおしまい KOHeu， C同)KeraJ

「白然現象月田町間 np叩 O，Llbd

「幸運なケース ClJaCTJIliB日量 CJIyqaiiJ

r'lきるJ支l1CKyCCTBOJKl1TbJ 
6) rノーヴイ ミ-)レJ2005年3号に発表 (2編)
「彼らは長く生きたー OHH )I(HilH且0"，[0"" . J 

『そして同じ日に死んだ 11y.¥1epJl11 B O.Lll1H .LleHbJ 

2004年に絵本が 2冊刊行された。

リュドミラ ウリソカヤの{i-:rIN1r世叫

『おす抗イグナン と、煙突掃除のブエ ジャと、ひとりぼっちのネズミさんの話

日CTOpH匁 npoKOTa I1rHacH民 Tpy6o'-lHcTaφeJ]，IOH O，ilHHOKyIO Mbl凹bJ

「クレピャキン爺さんと、 ~，' \l き虫のめす馬ミーラと、子馬ラフキンの話I1cTOp回 O

Cl'apllKe KyJle6兄KllHe、11JIaKCllBOHKo6hlJle Ml1Jle 11 JKepeOeHKe PaBKl1HeJ 

なお、本論末尾のウリツカヤ作品集リストに掲げたように、 [100個のボタン CTO

rryroBlIuJという知編集が 1983年にモスクワで発行されたことが各稲資料からうかがえ

るが、筆者は本見である。ウリツカヤは、人形たちを主人公とする 3分 50秒のショー l

ブイルム「楽しい回転木馬 No.13.100個のボタンJ(1983年制作)のシナリオを書いて

いるのご、知編集 [100個のボタンjも児童書ではなL功、と推察する (10二

本論では、「貧乏な親戚」以後の大人向けの作品を論考の対象とし、オミ見の [100伽|のボ

タン」および2怖の絵本は、考察の範囲には合めないこととしたい。

短編 [ブローニカjが [アガニョ←クj誌に発表されたのが 1989午であり、刊家自身が

それを職業作家としてのデビューとみなしているのその時点から数えてわずか 15年ほど

の聞に発表された作品群在、時期によって分けるのは難しい。巾・長編はすべて発表時期

が明らかだが、短編については初出の雑誌と時期を確定できていないものも多いので、分

知の困難さが増すc ただ、 卜記の分有l11i'けで言えば、 1[貧乏な親戚」と 2[少火たち」の

グループは、大部分が出世作 「ソーネチカI以前に発表されており、評論でも初期の作品

群として扱われることが多いじ3の「幼汗時代 49Jもf供を主人公とするJf情的刊風に夫

活性があるので、本論では 1. 2と併せて論じることにする。 1996-2000年の 5年間に集

巾的に発表された 3長編 「メディアとその子供たちJr陽気なお葬式1rクコツキーの症例I
は、ウリツカヤの創刊世界を飛照的に拡張し、彼女の文名を確立した U 短編群4[辰初の

連中、最後の連中」と 5[貫く線」は、これらの長編に続く 2000年以降の作品集に収録さ

れてL、る。ごの 2群と 2004年発表の長編 「心を込めて、あなたのシューリクIが、比較的

新しL哨品群ということに立ろう υ

10 ンヨートフィルム [1削悩のボタン」については次を参照υhttp://www.animator.ru/db/index. pht 
mlつp=毛howfilm&日d~5676
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2.初期の短編小説

この章では、初期の短編群「貧乏な親戚Jr少女たち」、および小品集「幼年時代49Jに
ついて、いくつかの刊品を詳しく取り上げつつ、共通する特徴を探ってみたい。

2-1. r貧乏な親戚J{111 
「貧乏な親戚J8編は、ごくゆるやかに結びついた辿刊 rあるυ1編の主人公の名が他の
作品で何気なく語られるといった稗度の結びつきであり、筋書きはすべて独立しているの

だが、ほとんどので人公がユダヤ人で、その家庭内のできごとがテーマであること、第二

次世界大戦後から 1950年代前半のモスクワが舞内 rあること、そして何よりも生き生き
としたユニークな人物たちの造形によって、これらの作品はひとつの共通した世界を作り

上げている。

辿刊の最初に置かれた I幸せな人々lは、ユダヤ人の老夫財ベノレタとマチアスの物語で
あるの 1{I中、毎週日限に二人は路而電車に呆って長い時|町をかけて、息、fの墓参りに行

く。ベルタが 46品、マチアスが 60U長近くになって生まれた息子のヴラジーミんは、 7;'& 

の時にボーんを追って通りに走り出て、 トラソクに聴かれて死んだのだ。 15年前のこと

である{

葱I也から帰った二人は食事をすませると、昼寝をする。「彼らはH腿Hのいつもの夢、食

後の夢を見た」という書き出しで、この上なく幸せだった 8年聞のことが諮られる υ 体の

不調に悩み、癌を挺ってそっと医帥を訪れたベルタがH娠を告げられた日から、二七梢な時
代は始まった。?と然としたベルタに妊娠を行げられたマチアスは、かえって驚いて彼女を

見つめる。「彼はとっくに妊娠に気づいていたじ彼の!ili刀の14は女の fを4人ffんだのだ
から η だが、彼kたちの体を焼いた煙は、ポーランドの青白い野の卜で、はるか首に散り

失せていたJ(Ee，lJT[，T民 9)凶)というえ;で、 7チアスの家族がナチスのホロコーストの犠牲
になったことが示されるリ

息子が5蔵になったときにマチアスは教育をはじめたの「男の了は3日間で、蝿みたい

に互いによく似たゴツゴツした立;千を覚え、もう 1週間経っと、彼の父親が生深右から左

へ読んでいた本を読めるようになったJ(EeiU由民 10)。マチアスは伝統に従って、彼自身
が5歳で父から教わったことを息了に伝える。幼いヴォーヴォチカは、ロシア語より前に

へブライ詰の読みJj在教わったのだとウリツカヤは「ユダヤ人Jや「ユダヤ風」などの詰
をJnJ量的には使ってい立いが、日以のユダヤ人墓地の描半、ヘプライ話の教育、ホロコー
ストの経験など、強烈なユダヤ的雰同気を作品全体にみなぎらせるわその後急速に消滅し

11 作品集「リャーリヤの家J(19991では、短編rEe，'{H担匹川町田HHl1ItaJを合む連作全体の題が「日間Hble
P日 CTBCHHHKHJ となっているc甥編の也は親戚の女件ひとりを指しているのにあIして、連作の也
は男性の複数Mであるu 作品集「貧しい、性悪な、いとしい人々J(2002)では、短編の題も日]牲の
級数形に変わっている、パルザックのl血乍の作品一従妹ベ yトJr従兄ポンスJは「封乏な親戚J(複

数)1'5) という総題(ロシア語では r.6e.il，llblepOnCTsellUHKHIと訳される)を持つのウリツカヤがパ
ルザックをE識して作品の越をつけたかどうかは小町lであるf
12 述作「賃乏な税成Jr世立たち」中の 14の恒編と、 Iソ ネチカ I防気なお葬式1については、
YWljIWJ[ Jl. Ee江HbTe号明日e，JJ町白日MbTe.M、2002をテキストとするc 山典は (Ee耳目.Je，)と略記し
て、( )内にH数をノj、すい
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ていったユダヤの風習や主化の記憶、は、初期ウリツカヤ刊品の大きな特色のひとつであ

るiBj】

思いがけなく授かった息子をベルタは夢中で愛し、老齢で男児を得たマチアスも共に幸

福にひたる。幼児の成長を見守る隠やかな特らしが淡々とした諮りで伝えられ、それぞれ

に辛い経験をしてきた夫婦が息fに寄せる愛は素li'i:に読者の胸に入り込む。そしてそれ

が、交通事故で突然に息子を失った二人の、言葉では語られない深い悲しみへの共感を生

みだすc うり監物のない絶対的な愛と悲しみを伝える、リリシズム溢れる刊品だ。

ところが、神聖な愛と悲しみの但い子である二人は、実はまったく美しくないじウリツ

カヤは簡潔な表現で人物を生き生きと描き出す名子である付美Lさは美しさとして、醜さ

は~~さとして、それを示す特徴を強調する、年取るにつれて、いっそうずんぐりしてきた

マチアスと比較して、ベルタは次のように描写される 「夫と違って、彼kはイ|とともに

何だか醜さが減ってきた付若いころ彼女の顔を台無Lにしていたポソボソ Lた大きな円ひ

げは、すっかり伸び切ってL、たが、年取った頗では前ほど U立たなくなっていたJ(Ee耳目，Ie，

7) .，身長が縮んで妻より ~ft半分低くなった夫と、婦の下にひげを '1 やした妻の渓がまざま

ざと浮かんでくる c さえない外貌の人間と真に美しい愛の結びつきが、作品の印象を強め

ている c

欧米のフェミニズム用論に則ってロシアにおけるジェンダ 、セクシュアリティの研究

を進めるヘレナ・ゴスチロは、著書 『隠法を解く性jで、ロシアの小説で女性の体がいか

にJ市かれてきたかを論じている、ペレストロイカ以前には、 元的な美?とイデオロギーに

従って、 k竹の肉体的自我は一般化・無菌化され、しつけのよい閉じられた占典的身体に

なっていたと、ゴスチロは述べる。彼女によれば、古典的身体からの流出物として許され

るのは、「絵のよう立悲しみの涙と、母乳」の一つの形態だけであった (141υウリツカヤはベ

ルタに|剥して涙だけを描いているが、その描写が決して「閉じられた、しつけのよい身体」

を思わせるものではないことに注意しなければならない。ベルタが妊娠を告げられる場面

-1"あるじ

「ベル夕、妊娠よしもうMヵJJにもなってるわ」

ベルタはブラジャーもっけないで椅子にl隈を卜ろし、年取った顔に飯を寄せて泣き附したc

犬粒の~!iが織にそって頬をったい、 11ひげのところで速度をゆるめ、だんご阜みたいな黒い乳

首のついた大きな1'1¥呼L房に冷たく Lたたり部ちたJ(lie江Hble，9) 

この描写は、歴史的に主性に快|して前'百されていた身体描写から泡脱して、グロテスク

な趣を帯びていると一般化・無菌化とは逆の個別化の作川が見られる。「絵のような悲し

みの涙」でないことは明確だが、 では何の涙立のか判然とし立い。，当びとも何とも名付け

ようのない、言語化し得ない凝縮した感仙が、すでに老いた醜いkの裸の~(tÐ をしたたり法

13 レヴィ土;!tが且干のr，を選ぶのに背'')Jする場面でも、イザク、ヤコフ、ソロモンなど典型的なユダ
ヤの名が次々に挙げられ、ユダヤ的事囲気を強めるF
14 Helena Goscilo， DehexinR Sex， Russiαn Womanhood DuringαndA斤-erGlasnost(Ann Arbour: The 

University of Michigan Pr沼田、 1996)ヲp.89 
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ちる涙ご表わされている。 U立つUひけ守や、だんご鼻のような乳首といった身体上の具体

性が、ウリツカヤの人物に例↑Tを与える{

作品に心理描写はあまり多くないが、所々に散らされた心理描写を見ると、 3人称の語

りは、ベノレタの心理にも 7チアスの心理にも同等に入り込んでいる。妊娠を知らされたマ

チアスの内而も(rベルタが何も百わないことを彼は自分なりに解釈していてー話す必買
なんてありはLない 、彼女自身が妊娠を知らないとはまったく思ってもみなかった」

Ee沼田e，1 J)、息子に寄せるべJレタの愛も (rベルタは度外れに大きくなった白分の愛を心
の底ではl任じていて、いくらか罪深LミものとさえみなしていたJbeijHble， 10)、ただ申実
として1';;えられるわ語りTの視点にこだわらず、ある人物から他の人物の内面へと白布に

移り変わる素朴な語りも、ウリツカヤ刊品に共通する特徴rある、
連作「貧乏な親戚」には、 11討作的な人物が多数登場するけ毎月決まった日に裕福な親械

の家で古着や食べ物、お金をJ"tい、その足で病気の女友だちを訪問して、J"tったものをそっ

くり施すアーシャ シャアロン (r貧乏な親戚J)ι 貧しいけれども極端に気位がl凶く、人仁

指図するのがよ好きなゲネレおばさん(1ゲネレ スーモチニツァJ)っ 15歳の時に妊娠し

て放校になり、相子の名を誰にも明かさぬまま 4人の息子を嵯むブロ ニカ(rブローニ
カj)υ すぐにわかるように、どの刊品をとっても、ネ|会の片隅で生きる人々が捕かれてい

るけ社会の中心で華々しく活服している人物や、人も羨むような成功者は登場しないじウ

リツカヤ白身も多くの書評也、等しくそのことを認めている， r私の老人たち、貧しい人た
ち、病人、 7ふうに口えばマージナルな人々で、私には十分だιtn国のえ子にとって、こ
れは伝統的なテーマである」と、作家は書いている (15

1 I小さな人々」を描くという点で、

ウリツカヤは確かにゴーコリやドストエフスキー以米のロシア文学の伝統に連なる c だ

が、彼女の刊品の「小さな人々」は、ベルタやマチアスのようなおとなしい人々ばかりで

はないことに留意する必要があるわむしろ、徹底的な{十切り崖のゲネレースーモチニツァ

や、 3度のラーゲリ経験にもめげず疋気いっぱL、で、女友だちの息子まで誘惑してしまう

老女グ←リャ (rグーリャJ)、娘のffんだ私牛一児4人をいわば町にして、台所脇の物青から
共同住宅内の 室ヘ、そして独烹したアパートへと、{士出獲得にT腕を発揮する掃除婦シー

ムカ(rブローニカ1)など、強烈な人物が目立つ。マージナルな存柱である彼女たちは、
地いや財時立ど失うものが極めて少ないために、行動に自己規制をかけることも少立く、

円分の欲求やnj'j好に従った生き方をしているわ

ウリツカヤの作品は家挺内の出来事、家!廷のJtf.史を三下なテーマとするので、探偵小説の

よう立スリリングな展開や~i1'~~きの興昧があるわけでは立いc (供の誕牛や成長、恋愛、

家族の病気、老い、死といった↑凡な現象がくり巡し扱われる。だが、最初の短編集「貧

乏な親戚」にすでに現れてL、るように、周縁的存杭であるために個性を全面的に発達させ

た人物が、不足や制限の多い社会体制のもとで、牛への旺盛立欲を満たそうとしてi直進す

るとき、耐析に満ちた筋需きが生まれる。ユニークな人物が門分なりに生活していくこと

が次々に事件を生むような状況が巧みに設定されて、ウリツカヤの作品は物語性の再かな

ものになっているじソ連崩壊と時を|百lじくするように鞍場してきたウリツカヤの世界は、

15 YWljIWJ[]J. T1J10XO首 ~IHTaTeJIb /! so口pOCbJJIlfTepaTypbT. 1996. N~ 1. C. 36 
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ソ辿え:'7'があまり知らなかった碕類の個性的人物たちによる、嘆かなストーリー性を持っ
た世界だったけ

2-2. I少女たちJI幼年時代49J

「少kたちJ6編は、「貧乏な親戚」のグループよりは結びつきが強いっ時はスターリン
が死ぬ 1953年前後、モスクワの学校で学ぶ 10代前半の女の子たちをめぐる話だの 1943

年生まれでモスクワ宵ちのウリツカヤ自身の記憶に基づく制品群であると与えてよいι

この作品群には、アルメニア人、ユダヤ人、ロシア人、タタール人など様々な民放の少

女たちが登場し、「多民族から成る我らが倖大な祖国」のポスターがある教室で、共に学ん

でいるレ「貧乏な親戚」のユダヤ性と対照的に、「少女たち」では多民政性が前由に出てい

るのだが、それはもちろん諸民族の友好だけを志l床するものではないけ男k別学の学校で

無心に遊んでいるように見える生女たちの現実在、ウリツカヤの筆(立、 I~干f\;には、その時

代なりのうるさい習慣があった、タタール人はタタール人と仲良くして、成績が3ばかり

の↑凡な '1 徒は、ド凡な'1 徒と、医者の f供は医者の f供と f'i'l~くしたけユダヤ人医者の f

供は、なおさらだったJ(EeilHb1e， 167)と、冷静に伝える戸こんな状態だったから、スター
リンの死の直前に医師同陰謀事件がもとでユタt1T人への攻撃がはじまり、同級生ター

ニヤ・ゴーガンの両親がいちはやく彼kをリガの親戚の7Lに送り，'f'，してしまうと、ユダヤ

人少女リーリャは、教室で校拶する桁子すらいなくなるのだのただ、多民族性はこんな信

機的ー悲劇的状況ごのみj:iえられてL、るわけではない、ロシア人少女の家にユダヤ人もア

ルメニア人もこだわりなく柑待される日'i:rも描かれている ([水ぼうそうJ)
民族の違いもさることながら、少女たちの家庭環境の需が甚だしいc 同じロシア人でも、

父がノメンクラトゥーラで自分はアメリカ牛まれ、エレベ←夕←のあるアパートにitんで

いる了もいれば、母やたくさんの兄弟と 室に住み、表父が 4同も人れ杯わった了もいる η

社会干義国家ソ述における階層71貧j面の手が、ウリツカヤ作品では鮮烈に拙かれる c こ

の連刊では、まだ社会経験の少ない少女の祝点で物語が進められることによって異化刊聞

が生じ、家庭環境の栄がひときわ鮮明になる例が多数あるのたとえば、少kコルイワーノ

ワはあまり成績が悪いので、担任の命令で優等生のリーリャに勉強を教えてもらうことに

なる U 明んでこの役をづ|き受けたリ←リャは、毎日、コルイワ←/ワが7校の食堂で貧し

い子供のための無償の坐食を食べるのを待ってから、内分の家へ連れて行く ([貧しくこと福

なコルイワーノワJ)。

やさしい家政婦のナ スチャがリーリャにキスをしたυ リ リャがナースチャにキスをす

る。それから頭のよさい仙が出てきて、ノド料の長靴下に包まれたリーリ ャの足に体をこすりつ

ける。民i主に、すごく小さくて、まるで玩具みたいなソィーレチカというおばあさんが出てき

て、もうひとつキスが加わる 卜..)

それから二人はTを洗って、 kきな部J+へ1，く c そこにはhいクロスをかけたテーブル、紙

f主地を張った粍椅子、ピアノ、その他にも立派できれいなものが沢山あって、画而のついたテ

レビまであったりナースチャはすぐに、それぞれお肌に載せた 人の畳食を運んできたが、食

べ物もやはりすごいものだったc 一度はスープοの代わりに具のないブイヨンが、取っTが両脇

11l] 
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についたカソフ。で附されて、それぞれに小さなお山に載せたピロンキが添えられていたが、そ

のピロシキは|勾入りだったけれど、 Hいピロシキみたいにおいしかった、 (5C!!HblC，207) 

学校から帰った子供を迎えて繰り返されるキス、食事が銘々の皿で供されること、しゃ

れた食器、料用のおいしさなど、 f供ならではの観祭が述べられる。 読者は少止の賎きを

通して、彼女の家がこれとは全く述うことを知るの子供を視点とする異化作用が生きた作

品君Tである。
「えが|時代 49J もまた、 ({C¥¥を主人公にした作品集である r 題にある r49Jは1949イ|
のことであろうのつまり、「少女たち」で描かれた 50年代前半より 5年ほど前で、そのうI、

主人公たちも幼いc 掌編と呼べるようなごく知L哨品ばかりで、「少女たち」のような筋の

展闘はなく、それぞれに一つのエピソ ドが諮られているけまだとても貧しく、それだけ

に人間関係が濃密だった時代の雰囲気が、細かく書き込まれている。父は前線で死に、付

も亡くした止JJ¥、姉妹が親械の老婆に引き取られるのが、第一話 「キャベツの奇跡」だι 歩

くのが不自由になった老婆に代わって、 11月の寒い朝に塩漬け用のキャベツを買う行列

に並ぶ女の子たちの姿は、領似の記憶を村つロシアの人々の感情に強く訴えるものである

に違いない。小品であること、舞台が川禽であること、主人公たちが幼いことなどの理山

で、この作品群は作情竹が強いの

3.身体性と世態風俗描写

短編小説を書きはじめた 1980年代の末、パリ:j[住の詰人ナターリヤ・ゴ、ルパネフスカ

ヤに数刊品を送ったところ、「これこそあなたの世界よ」と人一変に古んでくれたと、ウリツ

カヤは語っている (16) ゴルパネブス力ヤの言葉通り、ウリツカヤの初期作品は、 Fでに確

同とした彼女らしさ、明確な特徴を備えている。ウリツカヤは 96年以来立て続けに長編

小説を発表して刊 l瓜も変化しているが、「貧乏な湖はJr少女たち」に現れた特徴は、彼女
の創作の核として存続しているのこれら 2グル プの作品を中心に、以後の作品も適宜取

り上けやっつ、ウリツカヤの特徴をまとめてみたい。

3-1 身体性

I幸せな人々Iのべルタの涙について述べたように、ウリツカヤの作品では、女性の生

用的現象について具体的な描写がめだっ。へレナ・ゴスチロによれば、ペレストロイカ以

降のロシアでは、立性の体から訓r'lrlが前されるのは「悲しみの涙と母乳のみ」という従来

の規範から逸脱して、「血液、精液、粘液、 Oq汁、尿、アルコールなどの液体が、女性の身
体の孔を出入りするJ(17jという状況に立った。現代女性文''f:の多くに見られるこの特徴

l(j http://¥'，'Ww.litv刊 men.ru!autogr23. htm 1 ナターリヤゴルパネフスカヤ (]9川年生まれ)は、(iO年
代にサミズダートの雑誌で両人として間発、 1968年チェコスロヴアキア侵攻に反対してぶの広場で
行われたデモに幸II11するなど、反体制通勤に杭倒的に問わり、速捕 精神制院への強制j入院を経験
したハ 1975年に亡命ハ コンチネント 『ルースカヤ ムィスリI編集に鳴わる p ウリ、ノカヤの作品
はゴルパネフスカヤを通じて、フランスで発ぶされたυ
17 Goscilo， Deh目 ing5包'X，p. 89 
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は、ウリツカヤ刊品にも顕著である。

短編[そのイ|の 3月2日Jの少kリ リャは、忠寒と下腹部の鈍痛に苦しみ、学校から

帰ってからソブァで潟込んでしまうの夜になってトイレに人ったリーリャは、「下ろした

パンツを見て、空のように古いパンツにチューリップのような血のしみを見つけたJor彼
立はこの瞬間、祖母が円Ifもって百っておいてくれたことを全部忘れたけひどく隔tな気持ち

で汚れたパンツを脱ぐと、ひっくり返して崖いてある床洗い用のバケツの下に押し込み、

ひっかき傷のできた頗を卜ヘ向けて冷たいIrlIJ手を押し当て、心臓をガラスのように震わせ

て、死を待ちはじめた…J(hei1Hhle， 176) 
医師団陰謀事件が報道されて、ユダヤ人のリーリャは、クラスで円をきいてもらえず嫌

がらせも受ける状態が、 2カ月もあい、ているυ 教室での孤立と未経験の阪痛のIr1ahに怯え

る少kの身体感jばを通じて、 f供たちをも巻き込むスターリン時代末期の政治状況が明推

になってくる付リーリャの出墳を救う思いがけないできごとが続いた緊張した Hの最後

に起きたのが、上記の初潮jのシーンである、クレムリンでスターリンが叱を迎えた日に、

少止は下首に血液のしみを見つけ、 トイレに閉じこもって向分の死を待つのだ。ユダヤ人

であることの社会的意昧を短時Hのうちに強制的に悟らされた、思春期に人りかけた少女

の、精神的にも肉体的にも緊迫した状況が、初潮jのシーンでクライ 7 ソクスを与えられて

L ミるつ

同じ「少女たち」シリーズの 『水ぼうそうjには、少女の以の描写がある J 裕福なクラ

スメー卜の不に紹侍されたコルイワーノワは、遊びの最中に尿怠を覚え、 トイレのよ詰所を

訊くゆとりさえなく、外へ飛びだすっアパートの階段の踊り場で、彼kはおしっこをするつ

暗がりでノミンツを下ろしてしゃがみこむと、「その瞬間にレモネードがー科学的には質が

低|、したが、麦わらのよう立黄色は保っているレモネードが、彼女からほとばしり出た」

と、描写は非常に貝体的であるのしかも、体内からWrた尿の行方まで、微細に描かれるの

「たくし上げたコートの下から階段在ったって小川が流れ落ち、彼女を裏切るように下の

踊り場へ流れ出る気配を見せたが、おiLれをゆるめて、洋梨のような形の本j留まりを刊りは

じめたJ(5C!!HblC， 195) 
大人の女性を扱った比較的新しい作品になると、さらに多F電類の液体が女性の身体のイL

を出入りして、身体そのものの描写も露骨さを増すリ Iロシア入社Jの女たちlは、モスクワ

で 絡に育ったk友だちが 10年ぶりにニューヨークで同会tる話だ， 3人のkは深酒を

vr気持ち悪くなる。エン 7の背巾をさすってやっていたマルゴは、次第におかしな気持
ちに立って友だちの体の色々な場所を触っているうちに、乳房にしこりを見つける心 7ル

ゴは腫19j専門の病院に勤務しており、検査の7口なのだ〔この作品では、まずたくさんの

アルコーんが3人の女たちの休に人る(ウオツ力、オランダのシエリー、本物のナポレオ

ン、フランスのワイン)。しこりを発見した7ルコは、エンマの乳房を触って指が湿るのを

感じて、「乳甘から分泌物カ"¥Wrるのは、前からなの」と質問する。友だちの乳痛を光見して

一遍に酔いが醒めたマルコーがエンマを~i~平へ引っ張っていくと、「エン7は幅吐した c そ

れからおしっこをしたJ(l1cKyccTBo， 219) (1へアルコール、血液、精液、病気による分泌

間違作「最初の連'1'、最後の連'1'J r貫く線Jqlのuの煩編については、正川市川J7.HCK)'CCTBO 
氷山h:PaCCKa3hl. M.， 2004をテキストと「る， If¥!lll.は U1CKyCCTsO，)と暗記して、( )内には数を
示1v
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物、叶潟物、尿など、実に多様な液体ー排出物が、女性の身体の孔を通過する。

ゴスチロはベレストロイカ以降のk件文学について、「新しいk十全の散文は、グロテスク

な肉体にスポットライトを当てるJ(19)と述べている c グロテスクな肉体とは、「検閲を受
けない肉体、孔と欲唱を持ち分裂する肉体、ハフチンのいう肉体的|、国」であると、彼女

は百う{飲食、排油、竹行為が描かれ、出産や病気の場而が多いウリツカヤの作品も、維

かに、パフチンの定義するグロテスクな肉体ー「決して出来合いの、完成されたものでは

ないJr生成する|勾休」ロ仰をJ郎、たものといえよう。知編 I真珠のスープ」では、施しを受
けに来て|ロl情を誘い、隙を見て品価な減訟を盗んでいったしたたかなkの肉体が、 5局長く

らいの女の子の日で、次のように描写されているの

ママがもの聞いたげに見つめると、おばさんは則1寺を裏切らなかった コートの前をさっと聞

いて、視の大きな体を見せたのだり私はごれを見て目、がu古まりそうになったn おっぱいは弔れ

下がって、お茶に添えるジャム用の小山くらいもあるよさな乳n-，と終わっていた 3 おへそは

テイ カソプくらL、c やっぱり黒っぽい色をした深い不揃いな縫いHが、お肢を横切って浮き

上がり、その下にはすりきれた毛が三角形のあごひげみたいについていて、全体がなんだか恐

ろしい巨人の顔みたいだったへ !J:の人の体みたいじゃなかった c (l1CKYCCTBOラ 271)

幼児の視!江による異化の作用が、肉体のグロテスク化を強めている。「深いイ寸前いな縫

いUJは、不手際な帝二巨切開か外科手術の跡を示すものであり、こうしたグロテスクな身
体描写にも、ソ連社会に対する作家の冷徹で批判的なまなざしが'[きている。「よと↑干の肉

体は、その所有有のιしみと収めの証明書であるの女たちは傷を作り、血を流し、骨折す
るu 女たちは強姦、出所、中絶、殴打、病気に耐えるJ(21)と、ゴスチロはフェミニストとし
て述べるの級訟を盗んだtどの身体は、まさに収められ昔しんできた彼止の過去の証明書で
ある。

女たちの身体が所fJ者の牛を証明するのは、彼女たちが身体で牛を受け止めるからであ

るの k牲の身体の孔を様々な液体が，rrr人りする Iロシア人街のkたちJでは、 !J:t'1たちの

性的経験も具体的に描写されている F 泥酔した犬とのセックスに関する回忽は、ごく無い

文ではあるが、自分の上でうごめく 90キロの体、殴打、胸に 1汗も残る山あざ、 uや|、腹
部の悪臭、そして円分を襲う吐き気と、非常に生々しい(I1CKyCCTBO，212)。重さ、痛み、

匂いなど多1唾類の感覚が動目されて、やりきれない全体的不快感がよみがえる。愛しては

L 、たがアルコ←Jレ依存症であったために雌婚した夫との坐活の 耐を、ウリツカヤは主の

身体感覚の記憶を赤裸々に描写することによって伝える〔

長編 「陽気なお葬式jでは、ニューヨークの夏の蒸し暑さも、女性の身体と結びつけて

表現されている心「服はとっくの汁に着るのをやめていた。ただワレンチナだけがブラ

ジャ をはずさなかったが、それは、もし大きな胸を円由に揺らしておくと、胸の下に赤

19 Goscilo. Dehど'xingSex， p. 89 
20 ミハ{-)レ パフチ ン昔、 ]11端香男里副 lフランソワ ラプレ)の作品と中世ル不ツサンスの民
衆文化Jせりか官房、 1980年、 280頁c
21 Goscilo、DehexingSex. p. 89 
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ん坊みたいなただれができるからだったレ(ー)全員の体が濡れていて、体表から水分が蒸

允せず、タオルは乾かず、髪の毛は↑ライヤーを使わないと乾かなかったJ(lieijHhle、277)っ
クーラ のきかない部屋にいる女たちの体のべたつきが伝わってくるような、実感にみち

た丈早だ、ウリツカヤの叙述は、このように感覚的な刊川を持つ、

身体描写、特によと竹の身体描当:が多いこと、その描:与:にグロテスクの傾向があり、「肉体

的下層」が描かれていることは、ウリツカヤだけではなく、現代ロシア女性文学に共通す

る特徴ごあると口ってよいυ 現代女性え子をパフチンとの関辿でJ7察した諭立;や、ベトノレ

ンエブスカヤとトルスタヤの文学をパブチンのグロテスク械念でとらえた諭文も存かれて

いる{出また、暴力、性行為、排I1甘行為などをあからさまに書くのは、 90年代以降にロシ

ア丈学ご主流と口えるほどに発展したポストモダン的頃向の特色でもあるι ウリツカヤも

現代作家のひとりとして、イデオロギーに支配されたソ連の公式的文化観では員長ろにされ

ていた身体感バ活や感覚的記伯、が持つ)Jの大きさを、強く意識している。頭協のみによる記

憶に抗するように、ウリツカヤは記憶を感覚的に蘇らせる。その際のウリツカヤの特徴と

して挙げておきたいのは、ポス lモダン文学が戦略的に用いる俗語や卑語を用いないこと

である(幻また、閉じられていない身f本を描くけれども、それにはパブチンがグロテスク

の要素として規定した過剰lさ、過大さ、法外さは付加いきれていない。すなわち、女性の身

体そのものや件行為 排池行為等を具体的に描写するという点ではソ連的規範を逸脱する

が、その描写をことさらに格下げすることはせず、あくまで人聞の自然な行為として書くの

「ロシア人街の女たちjのように性行為が具体的に抗かれるのは、不快な強制的行為のI場

合であって、そうした描写の例は多くなt~ (' 主せな結びつきは、「こうして朝の光がさしこ

むころにはソーネチ力はほほえみ、みずからの肉体で、自分とは切り離せない大切なふた

りの飢えを、黙々と、出んで、癒してやっているのだったJ(訓(娘に授乳しているソーネチ
カを犬が引き寄せる場面)のように、由f主的描写はなくて、行↑占的にまとめられる場合が

多い。

3-2 世態風俗描写とディテール

ウリツカヤの作品は政治的・社会的事件を直按取り上げることはなく、あくまで個人的・

家脳的な小さな物語がテ←7なので、牛活上の般事をきめ制かに描くことが、刊品世界を

現実的なものとして成り烹たせる要附となるわディテールが描き込まれると、次のように

口い物さえもひとつの物語になる。作品 「ゲネレ スーモチニツァjで、ふだんは非常に

つましいとk活をしている女主人公が、鶏をーヰl買いに行く場而であるリ

年に一度、パスハにゲネレは鶏を買ったし実際、この鶏こてパスハだった 買い物に1，く 11、

22 Caryl Emerson“ Bakhtin and Women: A Nontopic ¥vith lmmense lmplicat旧ns，"in Helena 
Goscilo、ed可Fruits(?lller Plllme， t:ssa:ysοn Contemporaη Rus山川附Hnan'sCultllre (New York 

M.E. Sharpe， 1993)， pp. 3-20; Natal'ia lvanova， ;'Bakhtin's Concept ofthe Grotesque and the Art 

of Petrushevskaia and Tolst創a，"in Goscilo， ed.， Frllits (ゲIlerPlumιpp.21-32 
23 たとえば百四皿(淫売、あばFれ)という而を、ウリツカヤは甫援暑かない 1彼女が生採の最後ま
で 回も芦に出しては百わなかった、 5文字の恐ろしい日葉」を、別のιの子は「ママという日葉の
次に、 Uに出して言うことを覚えた」などと書く (BC)]HbJC， 178) ( 
24 ウリソカヤ「ソ ネチカJ42-43頁
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被kは伏が明ける頃に起き、時間をかけて人念に身支度をして、組製の丈夫な網袋に黒い撚り

紐と古新聞を 東つっこむと、朝の5時に家を011たコ始発の路山電車むべ lロフカからツヴェ

トノイ並木通まで行き、そごから歩いて、市J品が捌く 20分ほど前に'1'央市場に汁くり長いこ

と、時には 21時間も、彼止は「円分の」売りTが来るのを伴った 3 それは褐色の肌をLた片日

のユダヤ人で、いまどき珍しい商売ーコツコッと鳴く生きた品物を扱う商売をやっていた ど

うやらゲネレ|百l械に売り子にも、奇妙な臼分なりの生活の犯があるようだった つまり彼は、

台の|に一度にー羽しか鶏を世こうとしなかった〕ゲネレはゲネレで、円分の拡にしたがって、

たとえこの卜なくすばらしい税であっても、他の鵡も全部、入念に触りまくってからでないと、

買う乙とはできないのだった (EeilHble司 43)

台の|に 羽だけ鶏を置くことを原則としているi克り子と、すべての品物を儲かめてか

ら選ぶことを原則にしているゲネレおばさんは、どちらも、例えばブアジル・イスカンデ

ルの刊品のlf上場人物にも通じるl根本的な滑稽さを備えている υ 鶏を買うという何ごもない

場而でありながら、売り子と買い子の何十Tのぶつかり合いが自然に筋書きを展闘させ、|司

~;fにゲネレの生活において、この'U t ミ物がいかに大きな意昧を引っかを読者に伝える c ウ

リツカヤ刊品の堕かなストーリー性は、個性のはっきりした人物を抗き出し、その個性が

|分に党揮されるような状況を設定すること、そしてその状況が向然に展闘していく様を、

適切なディテーJしを導人して描き込むことから発生する。いつでも個人のH常に関わるシ

チコエーションが選ばれるのご、日常的な事物の抗写の腕が問われるごとになる c

ウリツカヤは辰初の作品集から、その分野でうまさをずと揮し、「風俗描写 (6hlTOllHCaHJ.le)

の名fJと認められてきた。新作の書評にはしばしばこの賛辞が見られる (25j 上の引用で

は、ゲネレの持ち物が細かく拍写され、路而電車の停留所の名前は回布名詞で示されている」

こうしたディテールの豊富さと椴かなレアリアが、ウリツカヤの作品世界を作り上げてい

る。「誇り高い貧|村」に生き、「なんでも最上のものを買う」ことにしているゲネレおばさん

が、パンはフィリソポフのパン犀で世界で辰品の向パンを2nに11阿、チースはヱリセーエ
ブの屈でスイス チーズを 100グラム買うというくだりは、ゲネレという作中人物を活写

すると同時に、ある時代のモスクワの暮らしを生き生きと再現する (Eel1nr，re，42-43)。

日常の土質事を吉き込むウリツカヤの傾向は、その後も変わってい立い U IR近の長編 [心

を込めて、あなたのシューリクjを見ると、たとえば主人公シューリクが|剖係するkのひ

とりワレーリヤが特別に挑える靴の話や (TITypvrK，219)湖、もうひとりの女スゥーェトラー

ナがレインコ←トを新調することを決心してから縫い上げるまでの総fが、アカ←キ←・

アカーキエヴイチの外主主作りさながらの綿密さで描かれている (WypHK，262-263) ，刊行

シューリクは周凶の女たち全日にとことん親切にしてやる青年だが(それには病院への付

25 EpltoUtuHαIて PeueH3H~ Ha pOMaH <<I1YTe凹eCTBHeB Ce，!lbMy回 CTOpOHyCBeT抑!!3H3M匁 2000.N!! 
12.C.201守的'T)J({1IIイ E;H1HCTI:lO I:l MHoloo6pa3HH， HJH1 Ha仰;J， H36paHHbJ品11Crapoe JHrrepa 
可pHoeo603peHlie. 2001. N!! 2. http://magazines.russ.ru/slo/2001/2/curk.html 
26 長編 [，心を込めて、あなたのシューリクーについては、 Y.11l1{IWJ[Jf. VlcKpeHHe l:3aw WypHK. M 可

2004をテキストとグる、山典は (WypHK，Jと略記し、( 1内に員数を示ト
27 ウリツカヤはこの場面でゴーゴリの「外套Iを意識して、「有r，な外套の原型みたいなレインコート」
(IllYPlfK， 263)と、 l外企E に言止しているに
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き添い、買い物やベットの世話、女たちの性的要求に!むえることまで合まれるにその彼の

ある一日を描いた第39草は、市JIの人の目前を描き尽くすウリツカヤの作l民の真骨J闘を
示している。モスクワオリンピックを見物に米たフランス人旅行団の通訳の1上半をしなが
ら(この日が最終日で、ホテんから宅港に送って行く仕事がある)、シコーリクは女たちが

それぞれに果てしなくっきつける要求や依頼をすべてこなしていくのだ，[6時干には家

に着いて、日ってあった薬をひっつかむと、マチルダに頼まれた証明書を取りに速いチェ

ルターノヴオへ出かけ、そこからナツイオナーリーホテルヘ、ナツイオナーリからシェレ

メチェヴォ空港へ、シェレメチェヴオからレニングラード駅へ行ったJ(lllyp阻止 239)と、
シンプルでリズミカlしな文の中には例によって現実の地名が書き込まれ、論有はシューリ

クと共にモスクワの町をあたふたと駆け回る気分にさせられるι

ある家族の数|イ|にわたる歴史を書いた長編小説 [クコツキ の症例」は4部から成る

が、その第2部では、全体的に夢の世界が描かれている， I古|有の名前ではなく、「新しい

女」などと象徴的に呼ばれる 君!の男女が、砂漠のような空間を放浪している。その人物

たちは次第に第 1部の登場人物の像と重なり合うが、作品内の現実に立ち返ることはな

く、時間のない世界をさまよう J 下人公パーヴェル クコツキーがレフ・トルストイを訪

ねて愛について諮り合ったり、妻ヱレーナと抱き合い、刊品内の現実世界では永遠に失わ

れてしまった全梢を経験したりするけこれは、時間と場所を特定できる現実的な世界しか

f郎通てこなかったウリツカヤが、ヴアーチャル世界を書いたほぼ唯 の試みであるの

「クコツキー」第2~ßで仮~f世界を書いたあと、 「シコーリク l においてウリツカヤは再

び、前期短編のような細部にこだわった風俗描写に力を入れている。 Iンュ リク」は長編

でありながら、すでに述べたように細部描写が特徴的であるの青年シューリクは翻訳仕事

をし立がら、母をはじめ周りの女たちの聞を足すために日々止りI!!Iっている。 組織に属さ

ず、社会的なことにイロjの闘心もない彼の日常は、同問の人々に|剖わる墳半だけで成りv:っ

ているのだ。徹氏して個人的なことだけを述ねた叙述で、私たちは現代の余計-x.とも言え

るアレクサンドJレ コjレンという肖汁ーを矢日るυ

物語の最後に、ンュ リクはk友だちリーリャに頼まれて、まったく面識のない老婆に品

物を届けにL、く。大きな箱をかつぎ、地下鉄と 2つのハスを乗り紋いで届けたのに、{:;婆

には納得できないことがあって、その箱に入っていたん量のE糸の束を引き取れと、!n¥用な

ことを言う η 断られた老婆が泣きだ仁シュ リクが水を飲ませるが、なおも泣きわめくと

いうドタパタ・シーンのあと、i';婆ii突如i古きやみ、何の前置きもなく実際的な民間をする。

「ちょいとお尋ねしますが、あなたアルノ、 トfJJに行くことはある?J 

「あります」

「あの通りにく干芸材料立ら何でも〉っとし寸屈があるの、知ってますり

「正直uって、知りません」とンュ リクはuった。

「あるんごすよ円その凶へ行って、私にかぎ針を買ってきてU どんなのか、見せましょう。ほ

ら、私のかぎ針はtJfれちゃってるでしょう c サイズは 24仁 22は私にはだめなの わかりまし

た 24リ、絶対にね! そして、ここへ持ってらっしゃい 私は出かけるごとはありません

から、いつ P也結構」
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ンューリクは黄ばんだ細いノドの植わった小道をバス停の方へ歩きながら、微笑んでいたc

リーリカは去って行った仁そしご怨らく 度とやって宋ない でも彼ほf供時代のように、気

分が良かった。自分は宇悩でid111だと感じていた， (ITlYPHK， 445) 

徹底して自己中心的な老婆と、人の頼みを断れないシューリクがぶつかりあった状況設

定、それに加えて通りや府の名前、かぎ針の号数と、老婆が繰り出してくるディテールの

積み重ねから滑稽さが生じるのは、 Iゲネレ スーモチニツァJにおける鶏の売買と同じ構
造であるのンューリクは老婆の照不尽な頼みを文句も百わず、にかなえてやり、それはまた

当然のように次の頼みにつながるであろうこと、シューリクの 生はこう Lたことの繰り

返しに費やされるごあろうことが惣像される。シコーリクにとっては、 E賞事、雑事こそ生

の本質なのだけシューリクと 12{Iぶりに内会した初恋の相手リーリャは、「シューリクに

個人的生活なんて、あるのかな J ありそうにないわc 想像できないもののでも彼には何か

特別!なところがある ちょっと型人みたい、でも完全なダメ男ねJ(IIIηJlIK， 446)と与え

るけこのシューリク評も、また|の引用でシューリクが感じる円突な主福感も、登場人物

の感情や心理の描写によって納得させられるのではなく、ディテールが積み重ねられた結

果、自然に理解できるものであるι つまり、世態風俗抗写 (o日TOIIHcaHHe)の力によるも

のだっ

3-3，世態風俗描写の解釈・意義

ここで、ソ連文学において、世相風俗描!与:の]Jjみさは必ずしも賞賛されてこなかったこ

とを思い出しておきたい付家庭や15愛といった生活の個人的側面への過度の関心は、集団

性を晶んじる社会主義体制の規範からの雌反とみ立し得るu 風俗J目当:の巧みさは、イデオ

ロギ 牲の欠如と同 視され、ハイブラウな文学ではない証拠と目されることにもなったr

こうした批判が、特に女性作家に多く向けられ亡きたことを、思い起こす必要がある c

1920ザ代には、 1同人的牛活、恋愛、家庭牛活に関連するすべてのことが、雄々しくて祭
欲的な革命精神と相容れない「プチブル的俗悪さ」として批判されたと、スヴェトラ ナ目

ボイムは述べごいる (2針。革命時代から遠ざかるにつれ亡、生活の個人的 家挺的要素への

関心は復活して次第にl出まってLペリ特に第一次ん戦後は、家!廷や{同人的牛活を中心にJ!l

えた作品が増えてきたが、そうした作品の特色となる位態風俗描写に闘して、疑惑の目で

見る傾向は収強かった。それを示す例として、ある書評を取り上げたい。スターリン時代

の終克から四干世紀経ち、雪解けの時代さえ遠く立った 1978干に古かれた論評である。

イ・グレ コワ (1907年生まれ)は 1978年に、大学の教員や学生たちの日常を描いた

巾編小説 I大学教師Ka中e，1paJ在発表した。それに対するアツラ ラトィニナの書評「世
態風俗J苗写の光と影」が、独特の文'f'倒を示すものとして興味~~t 、 (29) ラ「ィニナは、 I 人;

学教f:ilUはおもしろくで 気に読めるけれども、終わり方が唐突だと不満を述べているの

人生のー断片はどんな箇所でも突然に途切れることがあり得るから、白然さとか真実らし

28 S、!etlanaBoym，・ThePoetics of Banalty‘ Tat'jana Tolstaia， Lana Gogoberidze， and Larisa 
Zvezdochelova，" in Goscilo， ed.， Fruits (ゲIlerPlume. p. 65 
29 JJ"αnlblHUHa A. CBeT H TeHH 6hlTolluca回目//且HTeprnypHoeo603peHue. 1979. N!! 1. C. 47-49 
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さという尺度r見れば、グレーコワ刊品はl'dIく詳価できると、ラトィニナは口う。「しかし、
文学一律よなる文学ーというものは、より目度に組織された形態を創造する点で、人'1と

は異なる J 大Jf;術作品の世界は、現実の世界と関連はしているが、それとは違う世界なの

だ。」実にロシア的なえ子中心主義は、次の仰lでいっそう強く示される、「たとえばドスト

エブスキーによって世界を研究するなんて無分別の限りだが、このまったく特別な法則に

Lたがって形成された世界が存:nてするおかげで、人生でいかに多くのことが解明されるだ

ろうJ
ここで評者は、文学に「悼kなBeJ111Kl1iiJI大いなる叩yUHbliiJという形容を付し、「よ

文学」の作品に、現実と関連しているがそれとは別個の世界、ハイパ リアリティを見て、

それを基に人生が解明ごきるとしている υ こうした制点、に立って、「グレーコワの制品に

k文学のパ度でアプローチすることは公正であろうか」という疑問を呈したうトィニナは、

グレーコワを「風俗作家XYilO)f(HHK-6blTOnHCaTeJlbJと規定する。風俗作家という言葉に、

「今日の批評家たちの諭丈に聞き取れる、尊大な軽蔑的な調子を与えるつもりはなLリと

うトィニナは断っているけしかし、「出L俗描:ぎというのは、偉大な文学がそこから成長して

行くための肥沃な上壌である」と語っているように、ラトィニナが「大去術」作品と風俗

小説をゆ!の次元のものとして捉えているのはl明らかである。アソラーラトィニナ (1940年

'1まれ)は、 1969-92イ|の長きにわたって「文学新聞」の編集に携わり、ペレス lロイカ期

にも活発に評論活動を続けてきた、実績ある批評家であるのわずかえ 3ベ ジの書評を

もとに彼女の丈学観の傾向や特色を論じるつもりはなく、「風俗抗写」という話のある思昧

で典型的な使用例として、彼kの論評を取り|げたのであるつ

風俗描写という語にはこうした含みがあり、ウリツカヤを風俗描写の名子と評すること

の裏にはこうした文γ観が存在していることを忘れては立ら立い。だが、徹底して私的牛

活だけを書き、作品を日常的ディテールで埋め尽くすウリツカヤは、そのことを|分に意

識しているように思われる。そのような作品を生並し続けることは、イデオロギーや社会

性を晶視して、身体性やf同人件を軽視してきた文化・文'';:へのアンチテーゼに立り得る。

個人を描き、家庭を描くことによって、「大文学」の規範に挑戦できるの

ベス・ホルムグレンは、女性作家全体に、個人的なことや物質的なことを書く傾向があ

ると指摘し、それに>lik立且昧を与えている(初¥彼女によれば、文γにおける例人や家担当

の重視は、すでにスターリン時代に存在していた。「肉体的勇敢さ、技j~r的達成、社会的積

極性に重きを置くスターリン時代は、 UA黙のうちに家!廷的領域に異論派的側値を投げかけ
た」というじ f同々 のt能がどんなに異立っていても、ソ連の女性刊家は、家担量的なこと、
物質的な意昧での安楽さ、ロマンティックな必愛を含む感↑占面のこと、個人的なことにつ

いて書く権威を認められてL、たと、ホルムグレンは述べると ドメステイソクな領域を書く

ことに異論派的価値が付与されてきたという指摘は興峠~.~いU 女性刊家がドメステイソク

な領域を得意とすることは、たとえば日本では、「止は家庭に」という守旧派的傾向を去す

と解釈される可能性もあるが、ロシアでは状況は呉なるというのだ。以浮哉の紹介によれ

30 Beth Holmgre肌“Writingthe Female Body Politic (1945-1985)，" in Adele Marie Barker and 
lehhane M. Gheith. eds.. A l/istory (ゲWυmen'sWriting in Russia (Cambridge: Cambridge 
Unive山 tyPr由民 2002)，pp. 225-242 
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ば、ウクライナのフェミニズム研究者イリーナージエレプキナは、ソヴィエトネ|会につい

て、「主体がプライヴェートな↑T的主体であることを祭I上し、つねにパブリソク・コレクテイ

ヴで規範的 社会的なものとして下体を栴成するようコントローlししてきた」と述べてい

る(31にこうしたネ|会状況では、通ミ厄、物回、由での安楽、恋愛や性的関係などプライウマエー

トな初、域を、それ自体の価値を認めて描き附すことは、社会的強制に抗してプライヴェ

トなief4>:であろうとする意志の表明とみなすことができる付

さてホノレムグレンはさらに、「異論派的要素とぷ挺的要素の融合が、女性に刊ぷおよび刊

中人物としての権限を与えてきた」という従来の自分の主張を、少し百liE.拡ょして、「戦

後期 (1945-85)は、政治的辿当によって価値付けられた作家たちだけでなく、すべての女

性刑不に好都合な時期であった(強調は!民主による)Jと主張したいと述べてL、るι 確かに、
ソ連文学史をふりかえってみると、第二次世界大戦後に止件作家が次々に現れている r ス

ターリン貨を例にとると、ヴェーラ ノミノーワ (1907ー73)が 1947年、 1948年、 1950年

と3度も受賞、アントニナーコプチャーエワ (1909-91)が 1949年、ガリーナ ニコラー

エワ (1911-63)が 1951{Iに受賞しており、終戦後のk件作家の活昨ぶりは明らかであるつ

ロシア ソ連文学は男性作家優位の文学とみなされてきたが、実は、女性作家の活躍とい

う現象は、大きなin~れとしてはすでに半世紀前にはじまっていたことになる、ペレストロ

イカ期からポストソヴイヱト期に多数のk件作家が出現したことについては、問きをこめ

て様々に論じられてきた付ホルムグレンがすべての女性作家に有利だったと考えているソ

辿時代後半の干|会 主学状況を与慮に入れて、ロシア女性主?との惟史を検討すると、停滞

はあっても後退することはなかった止竹進I引のkきな流れが、 1980イ|代以降に一気に成

果をもたらしたという見方もできょうのウリツカヤ作品をテーマとする本論では、ロシア

女性文'7'については以上の概略的者祭に留めたい心

4.ウリツカヤ作品の登場人物

4-1 周縁の人物たち

初期金ロ編群の総題「貧乏な親戚Jr少女たち」は、ウリツカヤがどんな干人公たちを引き
連れて脊場したかを、端的に謡っている。貧しい人々、 f供、女性、老人、病人たちが、

彼止の山界の主要人物である c r今ふうに言えばマージナルな人々」と、作家門身が規定し
ている(注目参照)， r私が関心を持っているのは、ソ述的な人ではなく、ともかくそうし
た社会思議の外にいる人たちじ病人や老人、降下写者、精神病の人など、今の円集でいうア

ウトサイダーなんです」とも語っている(仙の

障当1行を例にとれば、ダウン症の女の子ミーラ、同じような障当を持ち彼女と結婚する

グリゴリー (rブハラの娘J)、ドlリ干のないトー" ([人の干の肢ならぬ贈り物J)、片Hの家

:n 員洋哉「ジェンダー研究におけるロンアの現庄、または、ロンアにおけるジェ/ダー研究の現在
イリーナ・ジェレプキナ「熱情|ジ L ンダ 的同年代|を読むm且代立;芸引先のフロンテイア(VIII
( rスラブユーランア予の構築」研究明;告毘No.，lJ北海道A'アスラプ研究センタ一、 20!J11，-下、討 9
奥口

32 J lI.rrepRrypHa}l ra3eTa. 20 ceH. 1995 (昨38).C. 3訳は沼野恭子によるし沼野恭子「ウリツカヤの
古争議なまなざし」泊野 Iアヴァンギャルドな女たち ロシアの女性主化J/1柳骨院、 2003年、 158員ハ
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政対ワシリーサ (rクコツキーの症例J)、ポリオの後遺症で足が不白山なワレーリヤ、小人

症のジャンナ ([ンューリクJ)などが思い浮かぶっ短編[選ばれた民Jには、多くの降下寺

者が登場する。ジナイーダはお金の計算もできないほど知能が低く、食べるのをやめられ

ないのご、電車に乗れないくらい呉常に太っているι 町にタ七なれてお金も尽きた彼女は、

教会へ物乞いに出かけるけ新入りが来るのを嫌った他の乞食たちに攻守戸されたンナイーダ

を、松葉杖をついた力ーチャが助けるのやはり物乞いで暮らすカーチャは、あるときジナ

イータ1二向かつて、手も足もない修道女とそのI干のことを話るι ラーゲリで刑期を終えた

ものの、 '1きる子だてがなくなって教会へ立ち寄ったカーチャは、ネズミともカエルとも

つかぬ、よ1~日の盟主のようなものを見るの子足のない重度の防当者である修道女エヴドキヤ

が、 E布にくるまれ、やはり修道女 PあるI干に背負われて祈幡に参加していたのだ、 「選ば

れた以」は、乞食と不貝者しか主主場しない異様な小説であるつ健全な身体を賛美する社会

的風潮の中で、小具有は取り上げにくい存:nてだったc まして乞食は、ソ連においては文学

で取り上げるどころか、存在自体が認められてL、なかった。刊品 I真珠のスープ」では、
アパー lの階段下に{上み占いた二人の乞食が、革命 30周イ|を迎えたモスクワの川から排

除される様が書かれているの

乞食と同紙に、ペレストロイカ以前のソj主主学ではほぼ見られなかった積類の人物が、

ウリツカヤ作品には波多く登場するけ長編 [クコツキーの1止伊rJJを取り|げると、クコツ

キーの妻工レーナの両親はトルストイー下義有だったc アルタイ地方で農業コンミューンを

指導していた彼らは、 30年代に粛治される。革命後のトルストイ主義者の運命のひとつ

に、我々はこの作品でI中l会う{クコツキ一家の家政婦のワシリーサは修道院で育てられた

弧児であり、老いるまで独特の宗教的な人生観を保持している。クコツキーの友人の妻(立、

ンベリアの古儀式派の村の出身である U 宗教的な卜地を持った人々だけでも、このように

多様であるわ

性的な意味でのアウトサイダーも取り上げられている。知編 I可愛い人J(出}(i、少年時
代に古典γの教授に引き取られて、同性愛者として育てられた男の話である。これもソ連

時代には禁忌のテーマだったc ホモセクシュアリズムは、ブルジョワ階級の腐敗の産物、

すなわち直接的な以革命行為として、 1934年に法的に禁止された orはじめ彼は5年をく
らったが、そこでさらに追加されたので、ほぽ10年間安を消していたJ(l1cKyccTBo， 140) 
という文は、主人公が阿性愛の罪で逮捕されてラーゲリ送りになったことを示しているの

その後も何回か知り合いの前から姿を消し(つまり逮捕され)、最後にイズマイロブスキー

公開で無残な死体となって発見されるが、同性愛者どうしの殺人事件とみなされ、 J宮古iも
ろくに行われなt~ ~ウリツカヤらしいi骨格昧も行悩性もなく、陰惨な印象をりえる作品で

ある。「ロシアの性主化」の著行コーンによれば、同性愛が法律で禁止された 1934年から

ペレストロイカが始まる 86年までの、ソヴイエト社会における性的7 イノリティへの態

度は、「如l半訴追、来別、黙殺」と総括される 13針。性的偏見の強い社会で、「訴追や脅迫を受

けるばかりか、適止な白己認識を得ることも、白分がf可-fr"かを理解することもできなかっ

33 原也 irony6llHldは、主に男性に対する愛情を込めたl呼びかけだが、ホモセクシュアルを五味ずる
同語 ["O.'1y60Hを暗示すると考えられる。
34 KOH H. C. CeKcya.rlhH四 KynhTypaB POCCHH. M.， 1997. C. 354 

111 



望円jTj了

たJ1351同性愛者たちの救いのない状況が、この刊品に反映している。
貧者、老人、病人などに、宗教的・件的アウトサイ夕、ーも加わって、ウリツカヤの作品

では、弱有 被茅別有の側から見たソ連社会が描き出されるのユダヤ人の登場人物が多い

ことも、アウトサイダーの陣類をJ曽やしている。刊品中のユダヤ系の人々は、ラーゲリ経

験者や亡命者であることが多いのたとえば、遺伝学者イリヤ・ゴリドベルグは、数|口|のう

ゲリ経験の後、亡命先のアメリカで著名な学青になる(rクコツキーの抗例J) 学問とは縁
のない 「グーリャJの女主人公も、 3度もうーゲリを経験している。 I防気なお葬式jは

ニュ ヨ クに暮らすユダヤ系亡命者の物語だけ

以上のようなウリツカヤの登場人物たちは、イデオロギーとは無縁に生きているのソ連

的干|会怠識を怠に介しない生きhそのものが反ソヴイエト的安勢を示しており、彼らがあ

らためてそれを百葉にすることはないっ初期短編 r7ロ ニカ」のよと主人公は、 15蔵で灯

娠して放校になる c 付親や近所の女たちが同六時中監視する中で、相Tが誰かを↑百られず

に4人の男の子を生むι 約40年後に同級生と再会したブロ一二力は、「子供の頃、私は本

当に1上ってたけ夢を見てるみたいに'1きてた。今にHが覚める、そしたら何もかもよくな

る、正しくなるって、いつもそんな気がLてた付どういうのが正しいのかは、わかってい

なかったけれどυ ただ、人は、私たちが生きていたようには生きていけないものだってこ

とは、わかってたJ(lie"Hhle， 34)と語るじこれは、ウリツカヤが主主場人物に前按的にソ連

社会への嫌悪を語らせた珍しい例であるの論理的な抗議ではなく、 15ぷの少女の深い嫌

悪感によって、反ソヴイエト的安勢が表現されるυ 少女は、自分の送りたい生活が未来に

待っているのではなく、過去に存在していたことを知り、革命前のk学'1に、つまり現在
は老人である隣人に激しい必をするのである。

ウリツカヤ制品の夜場人物のほとんどはマージナルな存在だが、それは彼らが社会の駁

l作者であることを意味してはいないの彼らはむしろ、マージナルな存在であるがゆえに円

分の欲引に忠実で、それを実行するための強い意志と現実感覚を備えごいる。ブローニ力

もぼんやりした少女だったのに、坐まれ変わったような強さを発押して、どん立に責めら

れでも了供たちの父親の名を明かさず、 50歳以上も年の迷う男を守り抜くっこの関係が

発覚すれば、相Ifの引は未成年行への暴行の罪で、同性愛行と同様に犯罪行として逮捕さ

れる状況だったのだ。「ツュ ユーリッヒJの女主人公リジヤもまた、ソ連的坐活を嫌忠し、

ソ連から{llrて行くため、博覧会場でスイス人に目をつけ、あらゆるT管を使って結婚まで

こぎつける。ウリツカヤの抽く 7ージナルな女たちは、納得のいく買い物をするため、気

に入った男を自分のものにするため、恋の相子を守るため、ソ速から出て行くため、全力

をf頃けるの

ウリツカヤは、そんな女たちに理解を芯すごとも断罪することもせず、ただが、況や行動

を淡々と伝える心ソーネチカやブ口←ニカの全l印の愛も、ゲネレやグ←リャが自分の原則

や欲望にしたがって突っ走る様了も、作品位界の現実として示されるだけだっ Ni野恭了は

「ソーネチカjについて、「ソーネチカの心の機微をたくみに{ムえる語り子は、それをT放

しで弥賛するでも、冷たく非難するでもなく、ごく自然に受け入れる渓勢を買いている」

:15 KOll. CeKcyaJJbHaJr町四T)'pa.C. 355 
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と述べている (36)υ沼野の口うように、「目白り干の距離の絶妙」さは、ウリツカヤの大きな特

色であるの

4-2.母たちの像

現代ロシア文学で描かれる家族についてiiJ野恭fは、「父の不在・母の横溢」という特色

を指摘した(37) ウリツカヤの作品にも、たくさんの「父親不在」が見受けられる。短編 「ブ

ローニカJrブハラの娘Jr選ばれた民Jrスベードの女二日 などで、母子だけのぷ挺がJ市か
れているの[スベードのk王」では、曽祖母から係までH¥:の家族が住んでl通るのに、父は

人もおらず、男性は8蕊の子供だけである c 長編 「シューリクjの家族も、組吋と吋と

男の子で構成されている。 Iクコツキーの症例jの主人公パーヴヱルークコツキーには愛す

る娘ターニャがいるが、この二人は実の親fではな¥¥， rスベードのk王」に、「よくある
ことだが、代が替わるごとに、父親不杭という家庭の伝統は強まって行った」という 文

がある (lfCKYCCTBO.90)。他の女性刊家と同様に、ウリツカヤの刊品もまさに「父親不在

6e30叫 OB山11HaJの世界であり、その代わり母親が数えきれないほど多く登場するけ

たくさんの母親の中には、 46~~主で睦んだ息子を幼くして死なせてしまったベルタもい

れば(r幸せな人々j)、父親不在のまま 10代で次々と子供を産んだブローニカもいるι 信
じられないような自己中心ぶりで娘を苦しめる 90歳のムーjしもいれば (rスベードのk

二七J)、愛する青の行動すべてを容認するソーネチカもいる付ひとり娘を交通事故で失って

粘神を病み、幼い孫娘を自殺未遂に追い込む母親もいる(rメディァとその子供たちJ)ι ウ
リツカヤの筆は賎くほど多様な母親像を描き I引すっ

そうした巾で、述う作品でありながら、きわめてよく似た母親像 女性像が登場する J

|司じタイプの人物像は、それが刊家にとって重要立イメージであることを示している。こ

こでは二つのタイプを検討tるつ

4-2-1.聖なる愚者としての母

Iクコツキ の組例」で、主人公の妻エレーナは、原|大|不明のまま次第に知JJが衰退し

ていく 妊娠中絶の是非をめぐる議論で犬と対立し、彼女が子d山を尖った休であることを

指摘した夫の 百が原因で、夫婦の関係に決定的な亀裂が牛じるu こまやかな愛情もあり、

互いの理解者でありながら、夫とベソドを共にするのをやめた頃から、エレ ナの頭脳の

衰えは進行してL、く c 発病後 30年ほどが経過した長編のエピローグでは、犬も一人娘も

先に逝き、口諸能力をほぼ失ったヱレーナの渓が描かれるu 現実の状況をまったく用解し

ていないようでありながら、時に本質的な湘察JJを見せるエレーナは、ユロ ジヴァヤを

思わせる存柱である。

ヱレ←ナを入浴させる場而が、刊品中で一度繰り返される心 度Hは娘のターニャが、

二度目はそれから 20年ほど後に、同じ浴室で係のジェーニャがエレ ナを洗ってやるの

ジェーニャは身重の体でU雌ごとにやって来て、祖母のおむつなどを洗泌し、体も頭も洗っ

36 ii1野「ウリツ刀ヤの古争議なまなざしJ158員。
37 沼野恭子「父のィ、イ十 ほの柿議 現代ロンア文ツにおける家族像|沼野 ーアヴァンギャルドな女た
ちJ38-47貞
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てやるレエレーナが着てL、るものの粗末さ、たらいに浸けられたおむつの悪具など、ウリ

ツカヤ特有のディテールによって、 1011";している養k夫婦がエレーナの世話をしていない

状;兄が明らかになる J そして、工レーナはお湯にへって気f、}ち艮くなったところで、円を

ききはじめる。同居している卜-?は、エレーナがもはや何もしゃべらないと信じ込んで

L ミるが、掛け金をかけた浴室の中で、彼kは週に 度係と百葉をかわすのだ。エレーナに

は話の相子が誰か止確に把握はできていないが、会話は本質的な優しさに満ちている J

「ンヱーニャがもう 10年もそのためにここへ通っていることが、うはじまる」と、その局

同は書き起こされるけ「ンェーニャが記憶している限り、祖母はずっと病気だったじそし

て彼女たちは愛し合っていたわもしも、言葉のない、行動のない、空気のような、{ロJひと

つ実際的なことに基づいていない愛というものが、存在し得るとすれば」聞と、 人の愛

情が説明されるつ 人娘を亡くしたことさえ分からぬ老止が、汚物が臭う浴室で孫、娘とひ

そやかに交わす会話、言葉を完全に尖ったと思われている祖母が孫娘と交わす奇跡のよう

な会話は、ウリツカヤの創刊全体の中でもっとも美しい場由ーのひとつむあろう。崇fEむな愛

の場而が、，'H;';臭、病み衰えたヱレーナの裸体、腹部の傷跡、床擦れになりそうなただれな

ど、生理的描写に満ちていること、浴室にごたごたと崖かれたたらL、や桶、ぼろぼろのタ

ワシ、すりきれたスリッパ、古びたパスタオルなど、ト-?の苔世さを反映した悦悪なディ

テールで構成されていることも、ウリツカヤの特色をよく示しているけ

エレ ナの病気は、メンタルな原|吋によると思われる小思議なものだ。初期の短編

「リャーリャの家」のヒロインも、やはり精枠的ショックから知力を失う ι 元気いっぱい

で次々に不倫をして'1活を楽しんでいた知的なk件が、 伐にして、たえずiJXを流す畏れ

な老婆になってしまうのだの Mを見ても哀れがって、「かわいそうな子、かわいそうなお鍋、

かわいそう立階段 」とl怯いて泣く遂には、ヱレーナと共通する型性が感じられる」

作品併「少kたち」の中の 『他人の了」と[捨て了jにも、突然に知}Jを失う母親が登

場する円戦時中に双子の娘を生んだアルメニア人の?)レガリータは、前線にいる犬から不

倫と決めつけた子紙を受け取ったンヨソクで、赤んi方の世話どころか、食事や排池も一人

ではできない病人になってしまうわそれほど愛していた犬が復員してきたことも理解でき

ず、時に世話をされてUを過ごす状態は、エレーナと同様である。そしてこのマルガリー

タも、周囲の状況は認識できてい立いのに、娘の一人がいなくなると、同I雌にそれを察知

して犬に告げる η 何か話が通じることを期待して、夕方のラジオ杏組のことなど話しかけ

ている犬に、突然?)レガリータが「ガヤネはどこりと、娘の屑場所を尋ねる。数年ぶり

にマJレガリータが自分からはをきいたので、質問の且峠もl理解でき立いほどあわてる夫と

母親に、彼kは同じ聞いを 3同くりかえすっ知}Jを失った立がィ、思議な言葉を発するとい

う構|刈ii、「クコツキーの症例jと同じである c

ウリツカヤ制品において、突然に、あるいは緩慢在進行で知力を失っていく女性たちは、

そのきっかけとして深い悲しみやンヨツクを経験しているの意志、や気}Jで悲しみを乗り越

えるのではなく、身体全体が衝撃を吸収したとも言える。次第に認識能力が薄れて、記{足、

や百語能力が衰退して行く過科は、 Iクコツキ←の症例jで、エレーナのH記によって表現

38 Y.n川KG5lJ7. Ka3yc KyKOll，KOiO. M.， 2000. C. 442 
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されている。正気を失った町たちは、その代わりに超自然的な愛の力、仲型さに通じる崇

而さを得て、非'ì;~に印象的な存在となっているけ

4-2-2.賢明な母

聖なる愚者として分対したマルガリ タ(r他人の{Jr拾てfj)は、正気を失ってから、
吋に面倒を見てもらっている c 付親のエンマ アショートヴナは、娘の世話をしながら双

子の孫たちを育てる、そして娘の夫セルゴが復員してきたとき、エンマは娘を病気にした

セルゴへの恨みを忘れて、彼を家に留まらせるために、持てる知恵のすべてを使うの「エン

マ・アショートヴナはこの動き在感じとり、この瞬間に彼らの人生が決まろうとしている

こと、自分がいま正しいことをきちんと口えるかどうかに、すべてが掛かっていることを

用解したの(…)彼kは'[まれて初めて、自分に知恵が、人'[の知識が、雄弁さが足りない

ことを痛いほど感じ、助けを求めて祈ったJ(5問 Hble，136)。アルメニアの古い家系の出
身であるエン7は、1;代から伝えてきた叡知と、危機的状況を乗り越える勇気を備えた賢

明な老kであるつ

家族の中心となる工ンマのような女性も、ウリツカヤ作品に特徴的なタイプとして分預

できる， r心を込めて、あなたのシューリクjのシコーリクのtn月エリザヴヱーターイワー
ノヴナも、その一人だ。彼kも知性と教養を備え、千1能なプランス語教師として働き、繊

細な娘ヴェーラを'、)り、孫、シューリクの養育 教育に全面的に責任を持つc

Iメディアとその子供たち」のメディアも、一肢の中で「賢明な月」の役を果たしてい

るけ彼5ぐには実の f供はいないが、たくさんの甥や姪がいて、家放連れで休暇を過ごしに、

ソ連各地からクリミア半島の彼女の家へやってくる c 作品の題は、犬への復tEのために我

がfを殺したギリシア悲劇のメディアを連想させるが、一人のメディアはIIIIJ報端と百える

ほど異なっている c ウリツカヤのメディアは、兄弟の家族、従兄弟やその了供たちまで合

めた、!ぶい主主叫、での家族の中心とし亡、一生を過ごすコ

ギリシア人、アルメニア人、ロンア人と民肢は異なるが、古い家系、代々の叡知を蓄え

てきた家系の，rrrであることが、これらの立性たちの共通点になっているの彼kたちはまた、

民族の知恵、一族の知恵を継本しているだけでなく、革命前に高等教育を受け、外国語在

7 スターした教養人でもある。始、福な商家の出であるヱリザヴヱータ・イワーノヴナ

(rシュ リクJ)は、革命前にチュ リヒとパリで学び、プランス語を教えている c メディ

アは革命前に女子ギムナジウム在優秀な成績で卒業し、その時の同級生と今もプランス語

で文通している心ソ連では秘すべき経歴とされた革命前の知識階級の出身でf相、ブJレジョ

ワ的教育を受けた立たちは、人生経験を重ねて鋭い制察JJまでも身につけて、賢明な老k

となっている F

Iブハラの娘lのヒロインも、この範隔に入れてよいだろうじウズベクからモスクワに

やってきてブハラというあだ名で呼ばれる美立は、犬に捨てられ、病に伐されながら、タ'

39 [.し、を込めて、あなたのンユーリクJで、レーニン阿古怖でのンユーリクの|司ワレーリヤ・アダー
モヴナは、シユ)】)クが家庭教育でフランス高やドイツ刊を習得したことについて、|それでよく分
かったわu つまり、あなたは、私もそうだけど、 青木j:.，畏の残伴なのね」と言う(J[[YPHK，[86)じ
外国語の修併は、山身階隔を示す指標となっている d ウリツカヤはLliLば、小命日uまできかのぼっ
て家系や教育を説明して、較場人物の背TTを構成するn
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ウン症の娘ミーうのために生き、娘の将来設首|をすませてから、タtを迎えるために郷里へ

帰ってLぺ。占い学者の家系、医療の心得があることなど、ブハラにはエンマやメディア

など賢い老女たちとの共通点が多い付ただし彼女は、娘のために全能力を使ってから若く

して叱ぬので、老女となることはないυ 不治の病にかかったことを察知したブハラは、故

郷へ帰って占老から薬草を干に入れてくるつ「私は今は死ねないの、ミ ロチカを置いて

くなんて のこの草であと 6年生きて、それから死ぬわJ(6明日ble，60) と聖なる坊は言
い、その通りに生きる。ミーラをよ委譲?と校に入れて基本的な生活技術を身につけさせ、卒

業後は作業所へ通わせ、長後に知似の障需を持つ結婚相子まで見つけてやるの結婚式のひ

と月後に故郷へ旅だったブハラは、到着後 5tI日に死ぬ。薬草を用いて必要なだけ延命す

るという謎めいた東洋的叡知まで加わって、ブハラの神秘性、神型さは非常に大きいι

ところで、ブハラは、豊かな黒妥を輝かせた「見たこともない東iiの美!(jであったの

に、吋としての純粋な愛に生きている聞に、美しさを失う。「その聞にブハラ(立、急激に徹

!氏的に美女ではなくなってしまった。ひどく慢せて顔色が黒ずみ、色とりどりのワンピー

スはドイツ製の占L川、ランクにしまって、地l床なものを1:1たっ 1舗とあごには感じの出い黒

い佳毛が生えて、輝く i荊はすてきな色を尖ったJ(6eilHb1e， 60) とある。病気のぜいでは
あるが、町としての愛に生きる時、ブハラは美女であることをやめるのだι 町としての幸

柄引床わうベルタ (r字幅な人々J)も、ソ ネチカも、 H立つほどのUひげを'[やした醜

L 、女として描かれていたことを思い出したい。

ヘレナ ゴスチロによれば、ロ7ン主義的な美?とは、女性の美徳がそれにふさわしい外

形をとることを要求した。トゥルゲ ネ7は、無垢な少止たちと、経験豊かで竹的に積柘

的な女たちを対比的に描き、 トルストイは、信頼に満ちた日をした少女っぽいキティと、

豊満立体ではずむように歩くアンナ・カレーニナを対比的に古いたとゴスチロは述、べてい

る(40)η美しいものは内側も外側も美しく、つまり美徳を持つk性を外見も美しい存在とし

て描くのは、女性の身体描写における節約術、ミニマリズムである。至高の愛を生きる女

たちに黒々としたUひげを与えるウリツカヤは、明らかにこのミニ7 リズムに反抗し、女

性の身体を内律的なものとして描いているのその傾向は、時にはあざといほどに強く現れ

るF

短編 Iその汗の 3月2nJで、女教師アントニナ・ヴラジ←ミロヴナが、教室内での無
視に昔しむユダヤ人少立を助ける指導をする場面がある〔医f:1[1団陰謀半件をきっかけにユ

ダヤ人攻撃が渦巻く情勢の中で、ごの教師は「わが困ではすべての民族が平等です」と、

f供たちに教えるじ「しかし、リーリャはその時は、この行為の偉人一さを用解できなかった」

と述べられるほど勇気ある行動をしたk教向[1の外貌は、以下のように説明されている c rア
ントニナ ヴラジーミロヴナii、彼女の頗の巾でもっとも需感に満ちた部分であるスチー

ルの図を光らせた。スチールの菌列は、襟7Lに飾られた、 8の字型のハンみたいにとぐろ

を巻いたウンコの形をした銀のプロ チと、金属どうしの対話をしていたJ(6Ci¥HbIC， 
170)。ウリツカヤii、気高い心牲の持ち干のず手貌や身なりを、このようにごとさらに肢め

て古いているリ健全な身体と健全立肉体の央存を体ぷソ連的価値観に対する刊家のt抵抗感

，10 Goscilo、Deh叩 ngSex. p. 88 
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は、大変強いと佐測できるυ 自我を消滅させ、無条件に人を愛することのできるベル夕、

ソ ネチ力、ブハラなどのk↑Tたちに与えられたはひげは、大きな志l床を持ったデイテ

ルである J

5.最近の作品

長編 「心を込めて、あなたのシューリクJ、短編連作「貫く線」

ウリツカヤは 2004イ|に長編小説「心を込めて、あなたのシューリクjを允表したっアレ

クサンド)~・コルンという若有の 30 I~長までの人生が、青年期に重点を i互いて語られてい

る。シコーリクと呼ばれるとの肯年は、生まれたときから父親がおらず、しっかり者の机

母とロマンチストの母に育てられるけ父親不在、家庭のイ|代記、「賢明な母」としての祖母

の像など、ウリツカヤの車IJ作の諸特徴はこの最近作にも f~たれている。

時代と直J妾に結びついたディテールの嬰かさという特徴も、顕著に現れている。 1954

イ|頃の'1まれと推定されるシューリクは、 1970{I代から 80イ|代白il1'、停滞の時代と百わ

れるブレジネフ時代後期l二20f¥:を過ごす， 1980年のモスクワオリンピソクがわずかに

シコーリクの仕事に関係する以外には、因不的事件や政治状況は刊品ごは-~)触れられな

いけ語学にすぐれた上能を持つ市イ|は、まともな就職をせず実務的な翻訳をしながら、不

満を持つでもなく、そのHそのHを生きて行く。国家や社会全般について考えないシュー

リクの生活を附いた刊品は、日常的なディテールで満たされるι コルン家をはじめとする

登場人物たちの様々な住J~の|間取りやインテリアが描写され、 J:.学、通り、!占の名が貝体

的に挙げられ、食べ物や衣服も詳しく説明されて、70年代のモスクワのH常が再現されるの

ウリツカヤの刊品は、イデオロギ←不在であること、夜場人物にコレクテイヴな思与が

欠如していることによって、間述いなくアンチ・ソヴィエト的雰同気をたたえている。し

かし、彼女の創作の特色であるすぐれた世態風俗抽写が、時にはソ述時代をノスタルジソ

クに描き出す効票を牛んでいることも確かだ υ 特に、多くの刊品の舞台となるモスクワの

描写について、それが感じられるわ 『シューリクjについて右本和久は、「この小説はモス

クワに暮らした行たちを、いや、 70年代のセンチメンタルなソ述映画を児たといった経験

でも良い、モスクワに触れたことのある者たちを、過去の想起という甘美な体験の共布へ

と誘っている」と述べている(4}1 シューリクは 17歳の唄、家族でイスラエルヘ，'1惟|するI白

前の女友だちリーリャと一緒に、夜ごとモスクワを歩き回ったことがある 12年後にリー

リャが東京ヘ向かう飛行機のトランジソトて日立ち寄ったときも、一人は夜を徹してモスク

ワを歩き阿るの長編『クコツキーの昨例jにも、ソヴィエ l的社会意識から泡脱してドロッ

プアウトしてLぺ大学生ターニャ・クコツカヤが、夜ごと家を抜け出して初得し、fI:の衝

では出会えない人々を知り、モスクワの別の頑と立じんでいく部分がある。怨かれたよう

に何時間も歩き続ける行為によって、著者たちが身体を通じて発見するモスクワは、首都

の公的な顔から解放された新鮮な魅}Jを持つ。

41 む本山l夕、「掘り起こしから四回へ 最近のウリツカヤの創作をめぐってJ[現代丈芸叶究のフロンティ
ア(YIJ)J(rスラブユーラシア?の構築|研究械行車Ku.~))北海道 k'f'スラブ研究センタ一、 200.1

年、 190貞n
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岩本は、 「シューリクlなどの刊品でソ辿時代がノスタルンツクに怨起されていることに

「甘美な自己愛」を見て取り、それを民主Iのウリツカヤの意IJ作の特徴とみなしている r 維

かに、ウリツカヤが過去へ向けるH民主性しにはノスタルジックな要素があり、それが豊かな

調11部抗写に補強されている由がある。だが、 Iシコーリクjにおいても他の刊品においても、

それが民近のウリツカヤの特徴と百えるほどドミナントな要素であるかという点について

は、留保が必要だろうわ宮本也、「賢明なウリツカヤの創作においては、自己愛的な空間に

対する批判的な精神が存在していることも、また否定することはできなLリ凶と述べ、フ

ランス人ジョエルや同同後 12イ|になるリ リャが白している「他者の眼差し」が、作品に

批判的精神を専へしていると見ているの岩本の指摘する外国人や亡命青の視点のl草への他

に、題材そのものとその叙述のしかたにも、刊者の批判的精神、アイロニーが現れている

と考えられるけ

I心を込めて、あなたのシューリクIは、喜劇的に1上v.てられた長編である。育ちのよ
L 、都会的なインテリ肯年シコーリクは、女性への好感度が非常にl凶く、女たちに泊られる

形で大勢の止と関係を持つつイ11のk?チルダのもとに通い、 k学の|司級IJであるカザブ

人アーリャにj自られ、母親の上司ブアイナに半ば強みされるのキューパ人と必をして赤ん

均を生んだ同級生レーナと偽装結婚するが、彼女とも関係するι ウリツカヤは病人や障害

者をよく取り上げることを前に指摘したが、ンュ リクの相子にも、ポリオの後遺症で足

がイ、自由なワレーリヤ、精神を病み自殺~遂を繰り返すスヴェトラーナ、アルコール依存

症のソーニャ、小人症のンヤンナがfT まれ、友人の妹である知的障害者との関係も ~û'示さ

れる(酔ったシュ リクには記憶がなLミ)，ヴラジ ミ)~・エリストラトフは 『ズナ ミャj

誌の書評で、「シューリク、これは 種のソヴィヱト性生活百科半典である」と述べている

が(4旬、ンユ←リクの件関係の叙述は、ソ連時代の現実の写実的描写:の域を起えて、 r骨格や
グロテスクの範阿にまで拡がっていると思われる r

白己の欲引の充足に執心する人物が、ウリツカヤ作品には多数登場するが、シューリク

を囲む女たちは、ほぼ全員がこのタイプであるリ欲望の対象であるンューリクと性的関係

を持つために、さらに彼との快|係を門分の人生と結びつけるために、彼kたちはj直進Fるr

カザフ人アーリャiiシューリクと結婚してモスクワの屑作権を得ようと願い、父親不布で

f供を持とうと決怠したワレ←リヤはシューリクを相子に選び、長く精神科の治療を受け

ているスウマエトラ ナにいたっては、「私の健康も命そのものも、シュ リク次第だってこ

と、彼ii知つごるのに!J (JJJYPUK， 422)と、完全に白己中心的に怨みをつのらせる c 一
方、母とm母を悲しませることを罪法と感じて育った、実にしつけの良いシューリクは、
何ごとであれ断るということができない。 kたちの要求の内分勝Tさが増大し、ド市害や病

気の程度が強まるほど、拒否するごとのできないシューリクとの関係の抽写は、 i甘指さを

増す心「モスクワ ニュ←スj紙の吉詳でミハイJレ ゾロ lノ←ソ 7は、 [19世紀に根を持

つセンチメンタリズム、初期には彼k門身のものであったセンチメンタリズムを、ウリツ

カヤは故意に刷笑し、彼女白身が読行の心に生み出してきた感情在、長編の中で一貫して

排斥しているリこの感情而での動力"f'の中に、育場人物や読者に対する彼女の態度の新し

12 岩本「掘り起こしから川顧へJlR5頁ι
43 E叩 cmpam06B. llpo lllypHKa， KOTOphlII <cl，eユ叩 3TOl)/1 3u泊四 2004. N， 8. C. 213 
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さがある」と述べている /-11i シューリクの肯年時代を性関係を中心にJ郎、た主題そのもの

と、その叙述のしかたには、諮り子と登場人物との絶妙な距離感の中に'1まれていたリリ

シズムが減退して、アイロニーが前面化Lているのがうかがえる J ゾロトノーソフの書評

は、そうしたウリツカヤの変化を指摘している。

日目り干と登場人物の関係の変化は、民近の短編連作「貫く線」にも見て取れる。「貫く線」

は女たちのl嘘をテーマにした作品群である (-15) ジェーニャという巾年女性が見聞き Lた話

として、さしたる理山もないのに嘘をつく女たちが書かれている、保露地でジェーニャと

|司じ家に部屋を借りたアイリーンは、]'供を次々に亡くしたことをジェ ニャに打ち明け

る付最初の子はお並で騎の絡がまきついて死んだの天使のような娘のディアナは、ひどい

インフルエンザに催っていたアイリーンがまちがった薬を飲ませたために叱んだ。その

後、運命的な出会いで同婚した夫との|町に男の双]'が'1 まれたが、交通事政で夫も ~2f も

死んだ 。あまりに悲しいアイリーンの話はすべて嘘であることが、最後に明かされる

(rディアナJ)レ存在しない兄のことを諮り続ける少女 (rユーロチカ兄さんJ)ι 「海軍の

将校だったハパが事政で死に、ママのt'i婚相子に虐待・レイプされて家を出て…、もうす

ぐスイス人の銀行家と結婚する」と全員が同じ作り話をする、スイスで働くロシア人売春

射たち([幸運なケースJ)。いずれの場合にも嘘をつく者たちの心理は抗写されず、刊品に

動機つけが欠けている。

テーマを同じくする作品を比較すると、ウリツカヤ作品の時間的変化が明らかになるだ

ろう υ 大きな年齢主さのある男女(少女と、大人の男もしくは老人)の閃係を、ウリツカヤ

は繰り、ihfし弁いている 】その関係は、 『フロ ニカJ(1989 {I)では 10代の少立の命がけ

の企、として書かれていた付 『ソーネチ力J(1992年)におけるロベルトとヤーシャの関係は

名付けようのないものだが、老いたロベルトが 20汗ぶりに絵筆を持っきっかけになった

快l係として需かれていたのポ ランド人の美少kヤーシャの白い顔に触発されてロベルト

が描いた白のシリーズ 52枚は、死後ではあるが彼に世界的な名声を与える。これらと比

べて、「貫く線」に含まれた I話はおしま1'1は、明らかに異質である。 13歳の少女リャー
リャは、速い親戚である中年のイラストレ タ と必愛関係にあると、ジェ ニャに打ち

明ける リャーリャが何度も訪ねてきて訂調11に語り、ジェーニャ在震え上がらせた話は、

.LLZ初から長後まで畷だったことがわかる。他の短編と|日l総に、この刊品でも服の動機は諮

られていないの嘘がばれたと知った瞬間にリャーリャは立ち去るだけである c 数年後に

ジェーニャii親戚が集まる席で、結婚して娘を述れたリャーリャに会う [4歳の女の子

はジエ←ニャのところへ来て、わたしで女様なのと百った・ 0 それだけ。話はおしま

¥ 'IJ (4(>)と、作品は結ばれるの

44 30.7οmOlloco(j lvl. MYiKLH1Ha ee Me可ThI!! MOCKOsCKHe HOsOCTH. 13中e叩 2004(NQ 3) 

4S 連作|員く線」は 2003年先行の知編集(Y..'tUlfl((四 Jl.CKB03Ha匁 JIHHmr:TIOBCCTb， paCCKa3bJ. M.， 
2003)ではl症にまつわる 5作で成りずっていたが、翌 2凹4年に別の短編集 (Y711lfK叫 H
I1CK)lCCTBO )KHTb. M.， 2(04)に入れる際に6作目が加えられたc付け加えられた I生きる技E は、
前の51'rで嘘の聞き下・暴き Fであったジェーニャが父通事此で豆l正の陣百を負い、 J、や友人たち
の)Jで生きる気)Jを取り戻す話であるd 暁と関係のないこの作品は、従来のウリツカヤ作品により
J[i:いものだが、述frの栴成を崩しているようにも感じられるの

Hi YLUljlWJI. I1CKyCCTBO来日Tb.C. 358 
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見事に諮られた訴がすべて嘘であるという仕組みは、刊品内の現実を不確かなものにす

るけ動機つけのない無H的で無志、l床な雌は、作家の語りの技術の|に成り立つ作品の遊戯

柱、虚栴性を強調し、作品内の現実世界を相対化する J

Iシューリクjや「貫く線」に認められる刊家と刊品世界の新しい閃係が、これからど

のように充展していくのか、ウリツカヤの創作でどんなJ，'j置を占めるようになるのかにつ
いては、これからの作品を追っていかなければならない。

まとめ

本論では、ウリツカヤの 15年あまりの創刊をふりかえり、その特徴を探ったι 初期の

短編群にすでに明らかに現れているように、身体・'Ij甲描写が貝体的で'[々しいこと、世

態風俗描写が豊d昌であることが、ウリツカヤの作品の特徴になっているのそのような特徴

を持つえ;単で、ソ辿時代の市井の人々の界らしが、五肢を中心にJ市かれてきた。他の現代

ロシアのk竹作家と|司じく、ウリツカヤの作品もほとんどが父親不在で、その代わりに多

くの母親が登場する J 本論では「聖なる思有としての付」と「賢明な付」の二つを、ウリ

ツカヤ刊品の特徴的な母親像として論じた、

作家は初期短編群の後、 90イ|代後干に、ある家放の歴史を中心lニソ連社会を抱合的に捉

えた長編小説 『メディアとその子供たちJrクコツキーの府例Jを発表し、作品世界を飛躍
的に封、げた。最新の長編 I心を込めて、あなたのシューリクjは、それらとは対照的に、

主人公シューリクと多くのk↑Tたちとの関わりを中心に、徹底して倒人的な世界を構築し

ており、創作の姿勢にある程度の変化がうかがえる c だが、老人、病人、女性、子供や社

公的にマージナJレな存在を中心にJ居えて、すぐれた身体的拍手や世態風俗拙写にもとづい

て、個人や家族の歴史を語るというウリツカヤの作品位界の特徴は、初期から今日まで保

たれている。

沼野充義は、ボリス アク←ニンの推県小説の人気について、「読者は、山内い、しかし

俗悪でない[よい読み物Jを求めていたのだ〔そして、ロシア田ソヴイエト文学の伝統の

巾では、まさにこの Iよい読み物jが欠けごいたのである」と述べている川~登場人物が個
性的で、豊かな物諸件を持つウリツカヤの刊品も、まさにこのよう立「よい読み物」を求

めるロシアの読者の要求に応えてきたのだと思う九アクーニンの探偵ブアンドーリン田シ

リーズが、現代ロシアで熱心に再発見在試みている帝政時代末期に読行在符くのに対して、

ウリツカヤの制品は常に引家自身が体験してきたソ連時代後干を描くリしかも、ほぽ|百lじ

時代を扱ったワシ リー・アクショ ノブの大河小説 [モスクワ・サ ガ」で、主人公の

一族が医師、平人、党貝としてソ述の政治 悟史に直接的に関係し、大物の政治家たちと

持触するのと対照的に、ウリツカヤの刊品は徹底してマージナルな人物の視点から描かれ

ている， r大きな物語」が終局したポストソヴイエト時代を代表する彼kの車IJ作は、「大き
な物語」の時代のごく小さな物語を積み重ねてきたc 社会の周縁に位置するユニークな人

物たちによるスト←リー性の豊か立制品は、アンチ ソヴィエト的雰囲気とノスタJレジー

17 i日野充君 rr岡』の文，}:? 現代ロンア小l乱の新しい潮流についてJr窓J第116目、 2制作、 6買d
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をどちらも感じさせつつ、これからも読まれて行くだろう。
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Творческий мир Людмилы Улицкой 

МОТИДЗУКИ Цунэко 

в реЗУ.lьтате политических и общественных потрясений, прои:юшедших в современной 

России за ПОС.~едние 20 лет, культурная ситуация в стране заметно изменилась. ОДНИМ из 
самых ярких явлений 13 области JJитературы СТШШ активная деятеJJЬНОСТЬ женщин­

писателей. Огромный интерес вызывают у читате.~еЙ ставшие необыкновенно попу.~ярными 

такие неJJохожие Др)'Т на друта llисатеJJЬНИЦЫ, как Татьяна ТОJJстая, ЛЮJJ,\1ИJJa Петрушевская, 

Виктория Токарева, а также авторы детективной литературы A~eKcaHдpa Маринина, Дарья 

Донцова и ,L\p., JJроизнеJ..\ения которых актиl3НО и:щаются. Таким образом, О,iJ,НОЙ из самых 

характерных особенностей сонрсмснной русской литературы можно считаТh paC1~BeT 

женской прозы. 

Литературная /J:еятельность Люл;милы У.1ИllКОЙ (рол,. в 1943 г.) начшшсь сравнительно 

поздно. I':e первый рассказ ПОЯВИ_IСЯ в ЖУРН3.1е «Огонек" в 1989 г., а первый сборник 

расска:юв выше.l в 1994 г., то есть ее профессиональная творческая жизнь составляет всего 15 

_lет, за которые писательница успела сде_lать очень много: на август 2005 г. ею было 

опубликовано 5 крупных произведений (3 романа и 2 повести) и 36 рассказов. В 2001 г. 

Улицкой БЫ_lа присуждена самая престижная литературная пре:\1ИЯ в современной 

России-БукеР-S111iгпоf't~ а в 2004 г. она была названа лучшей писате.lьницеЙ года. Вне 

всякого сшшения, У лицкая ЯВ_lяется одним из крупных представите_lей русской _lитературы 

llOСТСОl3етскоп) времени. В настоящей статье мы JJроаН3JJИЗИРОI33JJИ I3се llрои:шедения 

у лиuкой и постарались выяснить специфические особенности ее творчества. 

В С130ИХ llроизведениях Улицкая всеl'да ОJJисывает JJИЧНУЮ жизнь JJЮJ..\еЙ и семью 

советской эпохи; политика и события государственной важности остаются вне поля ее 

зрения. [е герои, как правило, «маленькие людю,-старики, БО_lЫJые, бедные, отверженные 

общеСТВО\f, -словом, те, кого сейчас принято называп., маргиналами. Опнако при этом 

важно отметить, что этих самых маргиналов У_IИUКОЙ никак не назовешь ни униженными, ни 

БСЗГ.lаСНЫ\fИ. Они не боятся что-либо потерять, ПОСКО.1ЬКУ не имеют ни имущества, ни 

высокого общественного положения, и поэтому живут свободно, подчиняясь ТО_IЬКО своим 

собственным представлениям. Семейная жизнь или хроника еб1ейной жизни героев 

советской эпохи, которым чужд весь советский соuи:ум, -типичная тема про изведений 

Улицкой. 

Отметим следуюшие характерные черты сти_Iя писательниuы: 

1) Н3JJичие фИЗИО~IOJ'ических Оllисаний чеJЮl3еческоп) тела и ощущений 1-ерОеl3. УJJицкая 

прямо и подробно описывает женское тело и все проявления ФИЗИО_I0ГИИ: болезни, секс, 

фИЗИО~101-ические ОТJJраВJlения, JJj!аЧ и Т.Д. Такие ОllИсания \южно найти не TOJJbKO у 

У лиuкой, но И У многих современных писателей, особенно постмодернистского направления. 

Оцнако, в ОТJlичие ОТ JJостмодернистов, УJJицкая не ДОХОJ..\ит цо 1-ротеска и всеl"да избеJ'ае-l 

просторечий и ВУЛf.,гаризмов, которые являются ве,1УЩИ\fИ элементами стратегии 

постмодернистов. 

2) Мастерство бытописания. Как уже было ска:шно выше, главные Te\fhJ УЛИJ(кой-частная 

жизнь героев и семейные истории, Для УСИ_lения реалистического впечатления писателю 

нужно наполнить мир прои:mепения бытовыми /lеТШIЯМИ, Критики часто называют УЛИJ(КУЮ 

мастером бытописания, и действите_lЬНО, у нее всегда подробно описываются жилише, 

одежда, еда, учебные заведения, рабочие места героев, -все то, что позволяет читателю 
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безошибОLlНО определить время действия. Кроме того, она всегда называет конкретные 

улицы, переулки, п;ющади, станции и остаповки 13 Москве, которая большей частью и 
являстся Сl~СНОИ ее произвс,'1ениИ. Благо,'1аря TaKo:vlY мастерскому бытописанию, 

изобил:ующему деталями, творчество Улицкой вызьшает ностальгию по советскому времени, 

нес:vl(ПРЯ на то, что в ес прои:mСЛ,ениях явно ощущается антисовстскии настрои и у 

персонажей, и у самого автора. 

В связи с этим стоит отметить, что в советскои .lитературе \1астерство бытописания не 

всегда ценил ось высоко, а, напротив, считалось признаком отсутствия определенной 

идеО.lОГИИ. Женщин-бытописателеи, охотно изображавших частную и семеиную жизнь, 

называли бытописате.~юш с некоторым пренебрежительным опенком даже в конце 70-х IТ. 

Возможно, Улицкая продолжает писать только личные и семеиные истории, полные бытовых 

подробностей, имея в виду именно эту традиuионную ТОЧКУ зрения. Ведь в советской 

KYJJbType, в том числе и в J1И'J'ературе, всеl).Щ нридаВaJЮСЬ наибольшее значение именно 

идео.~ОГИИ и общественной жизни человека, а к частной жизни ЛИLlНОСТИ отношение было 

llренебрежите~lьное. ПО:НО\1У нрои:шеJJ,ения УJJИЦКОИ можно считать своеобразным 

протестом против этои траПИ1\ИОННОИ ипеологии. 

Далее мы обращае\fСЯ к апализу· образов героев. В произведепиях У~ицкой, так же, как 

и у ,1РУГИХ женщин-писателеи, БОЛhllюе вниманис УЛ,елястся проблсме бе:юТl\ОВЩИНЫ. У 

Улиuкой почти не встретишь героя-отца, зато всегда много матерей. И, если семья состоит 

И3 неСКОЛhКИХ поколснии, то сре,'1И старших также нс встреТИШh мужчины, -В неи, как 

правило, бабушка, мать и дети (среди которых, конечно, есть сыновья и внуки). В своей 

статье мы подробно останавливаемся на образе матери у УлицкоИ. Среди всего 

многообразия героинь можно выделить 2 типа, которые особенно ЗЮ1етны: 
1) Мать-святая дура, из-за психическои травмы или горя лишившаяся рассудка. Она 

проявляет сверхъестественну'Ю проницате.~ЬНОСТЬ по отношению к любимым .~юдям. 

2) Мудрая мать, защищающая свою семью всеми СИJlами, своим умом и мужеством. У таких 
женшин, как правило, сочетаются происхождение из традиционной семьи и 

дореволоционное высшее обра:ювание. 

В TBopLlecTBe Улицкой нам открываются глубокие народные и семейные традиции, не 
зас:туживавшие внимания, однако стоико сохранившиеся в советское время. Творчество 

УЛИllКОИ внекотором с:vlыслс прсл:ставляст постсоветскую эпоху. Ее произве/J:ения, в 

которых свободпой и независимой жизнью живут маргипалы, отвержеппые обществом, по 

сохранившис активную ПОЗИ1\ИЮ и человеческую уникаЛhНОСТh, и в ЮlЛhнеишем булут 

во_~повать читателей. 
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